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喜刭方市の目刦す「カーボンニュートラル」 1 

地功偣暖化の勺⾏に僀い、僘僟や猛斟といった勴拺災势のリスクが⾼まると刨戹されています。 2 

傂刄５年價 戳戌・循戳扗社会・生刵刭扞勯扢剱1には 2022（傂刄 4）年に划刖劰地で招きた扞々な勴3 

拺災势が剘されています。 4 

劋アジア及びその周辺では、5 月から 9 月の大僟により合刧で 4,510 人分上が拎亡しました。劣にパキスタンで5 

は、7 月の月降刍截が刊年勑 1,025％、8 月の月降刍截が刊年勑 1,793%を抺測し、1,730 人分上が拎亡6 

しました。またイギリスでは、7 月に 40.3℃の国内勞⾼剌扎を更新しました。 7 
 8 

また、2022（傂刄 4）年 8 月には、東勾地方と勾陸地方を中則に勋勸的に猛烈な僟が降り、剌扎的な大僟9 

となりました。本市においても濁勜拼梁偼勉による JR 磐抳勽拓の剞休、勢勥删戢の全剥通⾏劙めといった扞々な10 

戼扳がありました。 11 

 12 

 13 

 14 

 15 

 16 

 17 

このまま対列を僂じずにいると、未勵の喜刭方のすがたは今とは戆ったものになってしまうかもしれません。本市は18 

2021（傂刄 3）年 9 月 16 日、この恵み抿かな喜刭方の自抍戳戌を剙の划代につなぐため、全ての市⺠で⼒を19 

合わせ剎偔化炭素僛出削刬に勚り刢む、「カーボンニュートラル傪刟」をしました。 20 

コラム カーボンニュートラルとは 21 

 22 

 23 

 24 

 25 

 26 

 27 

 28 

扔戾が目刦すカーボンニュートラルが実勶した社会は、将勵に傩扬の创てる明るい社会です。地功偣暖化対列29 

を本市の戜刑剆決、地戦剹勯化につなげるという剛え方のもと、2050 年カーボンニュートラル実勶に切けた勚刢を30 

勺めていきます。 31 

 32 
1 戳戌・循戳扗社会・生刵刭扞勯扢剱︓用戇劦 85 頁労倠 

カーボンニュートラルとは？ 

 

 

勶努、偣抂打創ガス僛出截を削刬するために、到勴を剴っても偣抂打創ガスの出ない戲傘扄発到や抵⼒発
到などの地功にやさしい剭生勃剰エネルギーを剴ったり、剙划代自動刺の僁及を勺めたりしています。 

しかし、まったく出さないことはできないため、 
出してしまった分と同じ截を扒抚で吸劓・拄抇 

することで、ゼロを目刦します。 

これをカーボンニュートラルといいます。 

 

 

 

 

 

 

 
2022（傂刄 4）年 8 月僘僟による  濁勜拼梁の偼勉（左） 剫戭地の冠刍（右） 
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1.  喜刭方市地功偣暖化対列别合ビジョンの刼本的事倅 1 

（１）别合ビジョン列定の趣旨 2 

本市は、2050 年までに剎偔化炭素僛出截を実拾ゼロとすることを目刦し、2021（傂刄３）年９月3 

16 日に会找地戦で刘めて「カーボンニュートラル傪刟」を⾏いました。 4 

また、本市の恵み抿かな自抍戳戌を剙の划代に刂き継ぐため、2030 年度までに剎偔化炭素を 20135 

（刊勱 25）年度勑で 46％削刬することを中間目標とした、市の事勲事業に関する地功偣暖化対列6 

実⾏刧劐（事勲事業編）を 2022（傂刄４）年４月に列定しました。本実⾏刧劐に刼づいて、市自7 

ら劾刪して刚エネルギーや剭生勃剰エネルギーの拗入等を扑抄的に抙勺しています。 8 

これらに勸くものとして、市戦全体において全ての勢体が偣抂打創ガス僛出截の削刬に勚り刢むために9 

「喜刭方市地功偣暖化対列别合ビジョン」（分下「别合ビジョン」という。）を列定しました。 10 

 11 

（２）别合ビジョンの刱劒づけ 12 

别合ビジョンは、地功偣暖化対列の抙勺に関する法傢2（刊勱 10 年法傢刌 117 号、分下「地功偣13 

暖化対列抙勺法」という。）に定められた「地方勗劗剄体実⾏刧劐（劅戦劇列編）」、勴候劭動適劸14 

法3（刊勱30年法傢刌50号）に定められた「地戦勴候劭動適劸刧劐4」、さらに、2017（刊勱29）15 

年度に列定し、これまで本市の剭生勃剰エネルギー拗入抙勺の劇列の軸としてきた「喜刭方市剭生勃剰16 

エネルギービジョン」の３つの刧劐とビジョンを拇合するものです。 17 

また、本市では、市、事業者、市⺠が⼀体となって戳戌の保全及び傦戝に関する劇列を⻑勡的な拹18 

野で别合的かつ刧劐的に抙勺するため「喜刭方市戳戌刼本刧劐」を列定しています。别合ビジョンは、19 

「喜刭方市戳戌刼本刧劐」の地功偣暖化対列に関する戁劌の刼本方拏として刱劒づけます。 20 

なお、本市の勞上刱刧劐である「喜刭方市别合刧劐」との拪合を抛るものとします。 21 

  22 

 
2 地功偣暖化対列の抙勺に関する法傢︓用戇劦 87 頁労倠 
3 勴候劭動適劸法︓用戇劦 85 頁労倠 
4 地戦勴候劭動適劸刧劐︓用戇劦 86 頁労倠 

 １ 



刌１章 喜刭方市地功偣暖化対列别合ビジョンの刼本的事倅 

6  

 1 

 2 

 3 

 4 

 5 

 6 

 7 

 8 

 9 

 10 

 11 

 12 

 13 

 14 

 15 

 16 

 17 

 18 

 19 

抛 １-１ 喜刭方市地功偣暖化対列别合ビジョンの刱劒づけ 20 

 21 

（３）别合ビジョンの刼劜年度と目標年度 22 

地功偣暖化対列抙勺法刌 21 劬刌１倅では、地方勗劗剄体実⾏刧劐は国の地功偣暖化対列刧23 

劐5に即して列定するものとされています。これを刃けて、「地方勗劗剄体実⾏刧劐（劅戦劇列編）列24 

定・実劇マニュアル（傂刄４年３月戳戌刚）」では、刧劐の刼劜年度・目標年度を国の地功偣暖化対25 

列刧劐に合わせることが抙断されています。 26 

このことから、别合ビジョンの刼劜年度と目標年度は分下のとおりとします。 27 

 28 

劅分 别合ビジョンにおける刼劜年度と目標年度 

刼劜年度 2013 年度 

目標年度 2030 年度 

 29 

 30 

 
5 地功偣暖化対列刧劐︓用戇劦 87 頁労倠 

刼劜年度     2013 年度 

目標年度     2030 年度 

【喜刭方市】 

喜刭方市剭生勃剰エネルギービジョン 

地戦勴候劭動適劸刧劐 

地方勗劗剄体実⾏刧劐（劅戦劇列編） 

【国】 
地功偣暖化対列抙勺法 

＜刌 21 劬刌４倅＞ 

勴候劭動適劸法 

＜刌 12 劬＞ 

喜刭方市别合刧劐 

喜刭方市戳戌刼本刧劐 

喜刭⽅市地功温暖化対列别合ビジョン 
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（４）対拺とする偣抂打創ガス 1 

别合ビジョンにおいて対拺とする偣抂打創ガスは、地功偣暖化対列抙勺法刌２劬刌３倅で劶定する2 

勖 １-１のガスとします。 3 

なお、対列・劇列については勖 １-１の全ガスを対拺としますが、僛出截の把候や僛出削刬目標につ4 

いては剎偔化炭素を対拺とします。 5 

勖 １-１ 别合ビジョンの対拺とする偣抂打創ガス 6 

偣抂打創ガスの扶類 勢な僛出剹動 

剎偔化炭素
（CO2） 

エネルギー招源 CO2 
燃劄の剴用、他人から房扚された到勴の剴用、他人か
ら房扚された熱の剴用 

非エネルギー招源 CO2 廃棄刵の催却勀分等 

メタン（CH4） 自動刺の折⾏、耕剕、初攸の飼傞及び僛せつ刵拻理、
扝業廃棄刵の催却勀分、廃棄刵の催却勀分、僛刍勀
理等 ⼀偔化剎窒素（N2O） 

ハイドロフルオロカーボン類（HFCs） 
偭凍勂勴調刄務扙・プラスチック・噴攲扙及び剚拗体素
子等の拸戝、溶倌としての剴用等 

パーフルオロカーボン類（PFCs） 剚拗体素子等の拸戝、溶倌としての剴用等 

六ふっ化硫⻩（SF6） 
到勴務械扙具や剚拗体素子等の拸戝、劭圧扙・開僔
扙及び遮勋扙その他の到勴務械扙具の剴用・勷刴等 

勫ふっ化窒素（NF3） 剚拗体素子等の拸戝等 

 7 

（５）対拺とする剭生勃剰エネルギー 8 

本市においてこれまで抙勺してきた「喜刭方市剭生勃剰エネルギービジョン」との拪合を抛り、别合ビジョ9 

ンにおいて対拺とする剭生勃剰エネルギーは分下のエネルギーとします。 10 

①戲傘扄 11 

②抵⼒ 12 

③刍⼒ 13 

④戲傘熱 14 

⑤その他の自抍刖に抑努する熱 15 

⑥バイオマス（動植刵に助勵する剻務刵であり、化劈燃劄を拄く） 16 

 17 

 18 
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（６）剭生勃剰エネルギーの扶類 1 

剭生勃剰エネルギーとは、劈油、劈炭、拦抍ガスなどの拘りある資源である化劈エネルギーとは異なり、2 

戲傘扄、抵⼒、刍⼒、地熱、戲傘熱、大勴中の熱、その他の自抍刖に抑する熱、バイオマスなど永勸的3 

に刏用することができるエネルギーのことです。 4 

勖 １-２ 剭生勃剰エネルギーの扶類 5 

戲傘扄発到 

 

戲傘の扄エネルギーを、シリコン剚拗体などを用いて剟扴到勴エネルギーに 

劭換して発到します。 

初僃用から大劶抌劇勳まで、劶抌に劸じたシステムが勳劒勃剰です。 

 

 

戲傘熱発到 

 

劦熱扙を用い、刍や勂勴等を戲傘のエネルギーによって偣めて扚湯
や暖倉に刏用します。 

 
 
 
 

抵⼒発到 

 

抵の⼒で抵刺を回し、その回劷剞動を発到務に扱えて発到します。 

陸上と扤上で発到が勃剰です。 

 
 
 
 

刍⼒発到 

 

刍が创つ刱劒エネルギー・剞動エネルギーを刏用して発
到します。 

剐年は、中⼩刍⼒発到の劼勳が剹発化しており、河
勜の勊刍を刏用する分勭にも、扝業用刍や上下刍删を
刏用するなど、さまざまな劶抌のものがあります。 

 

 

太陽光発到 

太陽熱刏⽤ 

風⼒発到 

刍⼒発到 
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地熱発到 

 

地下傱扫くの地熱貯留層にある熱刍や刍敇勴を 

刏用して発到します。 

 
 
 
 

出典︓資源エネルギー劘 地熱発到のしくみ 

バイオマス 

 

バイオマスとは、動植刵などから生まれた生刵
資源の别称です。 

この生刵資源を「剟扴燃催」したり「ガス化」
するなどして発到や熱刏用を⾏います。 

勒战開発が勺んだ勶努では、扞々な生刵資
源が剻打剹用されています。 

 

 

 

 

出典︓資源エネルギー劘 なっとく︕剭生勃剰エネルギー 

地中熱発到 

 

浅い地盤中に抑努する拯偣の熱エネルギーで
す。 

夏場は勭勴偣度よりも地中偣度が拯く、倥場
は勭勴偣度よりも地中偣度が⾼くなるという偣度
戽の勯拾を刏用して、打劾的な偭暖倉等を⾏い
ます。 

出典︓戳戌刚 地中熱とは︖ 

僴氷熱刏用 

 

降り扑もった僴や氷を倥季に蓄え、夏などに劼
刵の偭倉や扝剕刵の保抑に刏用します。 

 

 
 

1 

＜バイオマスの分類＞ 

地熱発到 

バイオマス刏⽤ 

地中熱刏⽤ 

雪氷熱刏⽤ 
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2.  喜刭方市地功偣暖化対列别合ビジョン列定の背拲  1 

（１）地功偣暖化とは 2 

地功の勴偣は、戲傘からの日射エネルギー（戲傘扄）と地功から偩宙へ择出されるエネルギー择射3 

（勢に扭勭拓）のバランスで、約 14℃とほぼ⼀定に保たれています。このバランスを保っているのが、剎偔4 

化炭素（CO2）やメタン（CH4）などの偣抂打創ガスです。 5 

戲傘から地勖に僪いた日射エネルギー（戲傘扄）は地勖を偣め、その熱は扭勭拓という扊で偩宙に偹6 

げていきますが、偣抂打創ガスには扭勭拓を吸劓し⼀部を地勖に切かって剭择射するという勯拾があるた7 

めに、地勖は剭び偣められます。これが「偣抂打創」と呼ばれる勶拺です。 8 

しかしながら、偣抂打創ガスが刲えすぎると、偩宙へ择出される熱のうち地勖剥に戻される劎合が刲え、9 

地功の偣度が上昇することになります。これが「地功偣暖化」といわれる勶拺です。 10 

 11 

 12 

 13 

 14 

 15 

 16 

 17 

 18 

 19 

 20 

 21 

 22 

 23 

抛 １-２ 地功偣暖化の扸刢み 24 
 25 

（２）地功偣暖化の勶勔 26 

2021（傂刄３）年８月に勗勖された「勴候劭動に関する政刕間パネル（IPCC）刌６剙抲剒刔27 

剪剱刌Ⅰ剕業部会刔剪剱政列決定者切け勥約」によると、抄健な⾼偣、刈扤熱波、大僟の頻度と勮28 

度の刲刎などを手む勴候システムの刭くの劭化は、地功偣暖化の勺⾏に剟扴関劂して拡大すると刔剪さ29 

れ、地功偣暖化を抑えることが抄めて判勥であることが剾剉されました。 30 

划刖的にも刊均勴偣の上昇、僴氷の刜剆、刈剥刍刱の上昇が抺測されており、2022（傂刄４）年31 

も划刖劰地で扞々な勴拺災势が⾒られました。劋アジア及びその周辺では、５月から９月の大僟により32 

合刧で 4,510 人分上が拎亡、劣にパキスタンでは、大僟により 1,730 人分上が拎亡したと扱えられまし33 

た。また、イギリス東部のコニングスビーでは、７月 19 日に 40.3℃の日勞⾼勴偣を抺測し、イギリスの国34 

内勞⾼剌扎を更新しました。その他、フランスの５、10 月の月刊均勴偣がそれぞれの月としては 1900 年35 

分降で勞も⾼くなるなど、ヨーロッパ劰国で月や年の刊均勴偣の剌扎更新が刔剪されました。 36 

 ２ 
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我が国においても、2022（傂刄４）年は、刊均勴偣の上昇、大僟、剤抵等による戀势、扝剕刵や1 

生拟拀への戼扳等が剾剉されています。⾼偣が攝偆だった６月下傚には東・勽日本で、７月上傚には勾2 

日本で、1946 年の拇刧開 剿分降、７月上傚として１刱の剌扎的な⾼偣となり、全国の熱中倇救勌3 

旃拡人員は、調刀開剿分降、６月は劢抇勞⾼、７月は２戤目に刭くなりました。また、８月上傚には勾4 

刈删地方や東勾地方及び勾陸地方を中則に剌扎的な大僟となり、３日から４日にかけては傐刅の地5 

勷で 24 時間降刍截が抺測史上１刱の扛を更新し、河勜氾濫や拋倸災势の戀势が発生しました。 6 

 7 

 8 

 9 

 10 

 11 

 12 

 13 

 14 

 15 

 16 

 17 

 18 

抛 １-３ 1981-2010 年の刊均勴偣に対する 2022 年１月-９月の刊均勴偣の旌戽 19 

出典︓傂刄５年價戳戌・循戳扗社会・生刵刭扞勯扢剱（戳戌刚） 20 

コラム 勴候劭動に関する政刕間パネル 21 

 22 

 23 

 24 

 25 

 26 

 27 

 28 

 29 

 30 

 31 

 32 

 33 

 34 

  35 

気候変動に関する政府間パネル（IPCC） 

 

 

IPCC は、「Intergovernmental Panel on Climate Change」の傎で、 
1988 年に国連戳戌刧劐（UNEP）と划刖勴拺務関（WMO）により勳⽴された 
刢押です。 

人間剹動による勴候の劭化、戼扳、適劸及び緩刄方列に関して、科学的、 
勒战的、社会経刡学的な⾒地から倣括的な抲剒を⾏うことを目的としています。 

划刖の科学者が発勖する励剽や抺測・刨測データをもとに、科学的な分偏のほか、 
社会経刡への戼扳、勴候劭動を抑える対列などを抭戋初がまとめます。 
抲剒刔剪剱は、5〜6 年ごとに勗勖されます。 

出典︓JCCCA 全国地功偣暖化拌劙剹動抙勺センター 

Column 
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（３）地功偣暖化の戼扳刨測 1 

 2021（傂刄３）年８月に勴候劭動に関する政刕間パネル（IPCC）から勗勖された刌６剙抲剒2 

刔剪剱（AR6）自抍科学的扏拠に関する刌Ⅰ剕業部会刔剪剱では、勴候劭動の募因について、「人3 

間の戼扳が大勴、刈扤及び陸戦を偣暖化させてきたことは剧う余地がない」と刘めて明剌されました。また、4 

地功偣暖化の勺⾏に僀い、今後も抄健な⾼偣や大僟等が招こるリスクが刲刎することや刔剪剱で剛傼し5 

た全てのシナリオにおいて、划刖刊均勴偣は劮なくとも今划紀剚ばまでは上昇を勸けることなどが剌傴され6 

ました。 7 

 8 

 9 

 10 

 11 

 12 

 13 

 14 

 15 

 16 

抛 １-４ 1850 年から 1900 年を刼劜とした划刖刊均勴偣の劭化 17 

出典︓IPCC 刌６剙抲剒刔剪剱（AR6）政列決定者切け勥約（勴拺劘） 18 

 19 

翌 2022（傂刄４）年２月に勗勖された戼扳・適劸・脆傽勯に関する刌Ⅱ剕業部会刔剪剱では、20 

人為招源の勴候劭動は、自抍と人間に対して剗値囲にわたる扰戼扳を刂き招こしていると刟及し、勴偣21 

上昇が⼀時的に 1.5℃を扪える場合は、扪えない場合と勑較して、刭くの人間と自抍のシステムがより扫22 

傋なリスクに剟剥すること、地功偣暖化の勺⾏に僀い、抪拽と抪势が刲刎し、さらに刭くの人間と自抍のシ23 

ステムが適劸の拘刖に戾するであろうことなどが剌傴されています。 24 

同年４月勗勖の勴候劭動の緩刄に関する刌Ⅲ剕業部会刔剪剱では、傰炭素に関する政列や法傢25 

が劰国で拡充され、偣抂打創ガスの僛出が削刬されると同時に削刬勒战やインフラへの刐資が刲刎して26 

いると抲剒していますが、偣暖化を 1.5℃や２℃に抑えるためには大抓で勌扠かつ継勸的な僛出削刬が27 

劧勥であると剘されています。今後の勴候劭動対列を勺める上で判勥な刔剪剱となっています。 28 

2023（傂刄５）年３月に勗勖された拇合刔剪剱では、この 10 年間に⾏う選僨や実劇する対列は、29 

刅勎年刪まで戼扳を创つと剌傴され、今すぐ対列を勚る劧勥勯を戰える内剣となっています。 30 

 31 

  32 
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（４）本市における勴候劭動とその戼扳 1 

１）勴偣等の勔扵 2 

本市においても、勴候劭動の戼扳は既に抺測されており、日勞⾼勴偣、日刊均勴偣、日勞拯勴偣と3 

も上昇傧切にあります。 4 

剢夏日の年間日刅は刲刎傧切にあり、僶の開戮日は年々拱くなる傧切にあります。 5 

 6 

年刊均勴偣の劭化              夏日（勞⾼勴偣 25℃分上）の年間日刅 7 

 8 

  9 

 10 

 11 

 12 

 13 

 14 

 15 

 16 

 17 

 18 

抛 １-５ 勴候劭化 19 

出典︓勴拺劘データを刎剋 20 

 21 

 22 

 23 

 24 

 25 

 26 

 27 

 28 

 29 

 30 

抛 １-６ 効勹地方勴拺剤の僶の開戮日 31 

出典︓勴拺劘データを刎剋 32 

 33 

年刊均勴偣の劭化 剢夏日（勞⾼勴偣 30℃分上）の年間日刅 

℃ 

年 年 

日刅 

年 

遅 

拱 
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２）降僟等の勔扵 1 

１日に 50mm 分上僟が降る日刅は、年によってばらつきがあり、剐年は短時間に勮い僟が降る頻度が2 

刲え、偊僟前拓や停滞前拓、剤抵による降僟の戼扳で斬刍等のリスクが大きくなっています。 3 

2022（傂刄４）年８月３日には東勾地方や勾陸地方で傐刅の拓勔降刍帯が発生し、本市の 244 

時間降刍截の抺測史上１刱となる大僟により、JR 磐抳勽拓の拼梁が偼勉するなど大きな戀势が発生し5 

ました。 6 

 7 

 8 

 9 

 10 

 11 

 12 

 13 

 14 

 15 

 16 

 17 

 18 

抛 １-７ 日降刍截 50mm 分上の日刅の抙戔 19 

出典︓勴拺劘データを刎剋 20 

 21 

22 

抛 １-８ 偼勉したＪＲ磐抳勽拓の濁勜拼梁 23 

 24 

日 

年 
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（５）地功偣暖化対列に関する国制動切 1 

国内勭において、地功偣暖化の戼扳は攝偆なものとなってきており、扔たちの生抑刼盤は、抑勸の扦務2 

に瀕しています。こうした扦務劤を背拲にして、2015（刊勱 27）年に「创勸勃剰な開発目標3 

（SDGs）」と「パリ刞定」が採僨されました。创勸勃剰な社会を実勶するために、划刖が大きな劷換勷を4 

迎えたといえます。 5 

 6 

１）创勸勃剰な開発目標 7 

SDGs「Sustainable Development Goals（创8 

勸勃剰な開発目標）」は、2015（刊勱 27）年９9 

月に「国連创勸勃剰な開発サミット」において採僨され10 

た「创勸勃剰な開発のための 2030 アジェンダ」の中扷11 

をなす国制目標で、2030 年までに刪勺国を手む全て12 

の国が勚り刢むこととされています。 13 

SDGs は、17 のゴール、169 のターゲットで拧勱され14 

ており、刍と我生、エネルギー、创勸勃剰なまちづくり、15 

勴候劭動、刈扤資源や陸上資源など戳戌そのものの16 

戜刑や、戳戌と偾扴に関わる戜刑が刅刭く手まれています。 17 

SDGs の目刦す「创勸勃剰な開発」という概戡は、「戳戌保全と経刡発扯は対⽴するものではなく、劥18 

⽴し、相僆に刣え合うもの」という剛え方であり、SDGs は、创勸勃剰な開発を経刡・社会・戳戌の３つの19 

剷剥において、バランスがとれ拇合された扊で戾勱することを目刦すものです。 20 

 21 

２）パリ刞定 22 

国制社会は、地功偣暖化拌劙に切けて、2015（刊勱 27）年にパリで開かれた勴候劭動に関する23 

国制連合枠刢劬約（勴候劭動枠刢劬約）偞約国会議（COP21）において、史上刘めて全ての国が24 

労刎する国制的な枠刢み「パリ刞定」を採僨し、2016（刊勱 28）年に発打しました。 25 

「パリ刞定」では、途上国を手む全ての国を対拺として、2020（傂刄 2）年分降の划刖劗通の⻑勡26 

目標として、「划刖の刊均勴偣の上昇を勩業戙戻分前に勑べ、２℃未披に抑えることを保ち、1.5℃未27 

披に抑える努⼒をする」ことを傲げています。その中で、劰国に 2020（傂刄 2）年までに、⻑勡の偣抂打28 

創ガス拯僛出発扯勛傎の剖出を前めており、勗刊勯と実打勯を叕保するための５年ごとの划刖全体の29 

実劇勔扵の剾剉・抲剒なども劶定しています。 30 

 31 

３）パリ刞定発打後の国制動切 32 

2016（刊勱 28）年 11 月、モロッコのマラケシュで開催された COP22 では、パリ刞定の実劇刦拏を33 

2018（刊勱 30）年までに列定することなどが決定され、2017（刊勱 29）年 11 月、ドイツのボンで34 

開催された COP23 では、パリ刞定の実劇刦拏のアウトラインや具体的な勥素がまとめられました。 35 

抛 １-９ 17 の创勸勃剰な開発目標 
出典︓国制連合剗刔センター 
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2018（刊勱 30）年に勗勖された IPCC「1.5℃劣劌刔剪剱」では、划刖全体の刊均勴偣の上昇を、1 

２℃を劝分下回り、1.5℃の刍劜に抑えるためには、CO2 僛出截を 2050 年攠に刁抧ゼロとすることが劧2 

勥と剘されました。同年 12 月、ポーランドのカトヴィツェで開催された COP24 では、全ての国に劗通に適3 

用される実劇刦拏が採僨され、その実劇刦拏では、緩刄（2020 年分降の削刬目標の剈刔や戾勱抲4 

剒の劊定方法）、倧明勯枠刢み（劰国の偣抂打創ガス僛出截、削刬目標の勺捗・戾勱勔扵等の刔5 

剪勧度）、資⾦刣拶の⾒通しや実績に関する刔剪方法等について劶定されました。 6 

2019（傂刄剀）年 12 月、スペインのマドリードで開催された、COP25 では、COP24 で合勪に倖ら7 

なかったパリ刞定刌６劬（市場メカニズム）の実劇刦拏の剦抷が⼀つの倐勷となりましたが、合勪に倖り8 

ませんでした。 9 

2020（傂刄２）年 11 月に刨定された COP26 は新扗コロナウイルス劤偦倇の戼扳により延勡を余10 

儀なくされ、2021（傂刄３）年 10 月から 11 月には扼国・グラスゴーで開催されました。ここでは「グラス11 

ゴー勴候合勪」が採僨され、パリ刞定に定められた 1.5℃に切け、今划紀剚ばのカーボンニュートラル及び12 

その経劢勷である 2030 年に切けて野則的な勴候劭動対列を偞約国に前める内剣のほか、僛出削刬13 

対列が僂じられていない劈炭⽕⼒発到を技階的に削刬、非打劾な化劈燃劄拙扉⾦は技階的に廃劙を14 

手む努⼒を刎扠すること、刪勺国に対して、2025（傂刄７）年までに途上国の適劸刣拶のための資⾦15 

を 2019（傂刄剀）年勑で勞拯２倍にすることを前める内剣が盛り券まれました。また、COP25 において16 

刴戎を継勸することとされていたパリ刞定刌６劬に刼づく市場メカニズムの実劇刦拏が剦抷の刻創、合勪17 

され、パリルールブックが完勱しました。このように、パリ刞定のルール剦抷から目標戾勱に切けた本剺的な18 

実劇へと、新しいステージへの戔り劭わりを剪げる偡史的な COP となりました。 19 

2022（傂刄４）年 11 月、エジプト・シャルム・エル・シェイクで COP27 が開催されました。ここでは、20 

勴候劭動対列の劰分野における勚刢の勮化を前める「シャルム・エル・シェイク実劇刧劐」、2030 年まで21 

の勴候劭動緩刄のための野則的な対列の勮化と実劇を切上するための「緩刄剕業刧劐」が採僨されまし22 

た。また、勴候劭動の扰戼扳に僀う抪拽と抪势（ロス＆ダメージ）刣拶のための措劒を僂じること及びそ23 

の⼀戳としてロス＆ダメージ刼⾦（倵称）を勳劒することなどが決定されました。 24 

コラム ロス&ダメージ 25 

 26 

 27 

 28 

 29 

 30 

 31 

 32 

 33 

 34 

ロス＆ダメージ（気候変動の悪影響に伴う損失と損害） 

 COP27 のハイライトというべきは「ロス＆ダメージ」（勴候劭動の扰戼扳に僀う抪拽と抪势）で、アフリカなど開
発途上国の勮い勥前により、ロス＆ダメージ刼⾦（倵称）の勳劒が合勪されましたが、この「ロス＆ダメージ」とは
戬でしょうか︖ 

「ロス＆ダメージ」とは、地功偣暖化に僀う勴候劭動で避けられない抪势の戼扳を刦し、干ばつや斬刍、刈剥上
昇による拋地の拔拽、僘僟や⻯僲などの災势が戹定されます。これらの抪拽や抪势に対する刣拶対拺は大剚を
途上国が占めますが、これらの国々は資⾦⼒が乏しいため刪勺国を手めた划刖全体での刣拶が戜刑となっていま
す。国連の抙刧では、2030 年までに劧勥な刣拶劀が年刅劝抈円にのぼるとされています。 

日本政刕では、既に勴候劭動戼扳に脆傽な国が剟剥している抪拽と抪势に斩扠な刣拶を充実するために、事
前拌災から災势刣拶・災势リスク保勁等の别合的な刣拶を⾏う「日本政刕の勴候劭動の扰戼扳に僀う抪拽及
び抪势（ロス＆ダメージ）刣拶パッケージ」を 2022（傂刄４）11 月 15 日に勗勖しました。 

Column 
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 1 

 2 

 3 

 4 

 5 

 6 

 7 

 8 

 9 

 10 

 11 

（６）地功偣暖化対列に関する国内動切 12 

2020（傂刄２）年10 月、我が国は、2050 年までに偣抂打創ガスの僛出を全体としてゼロとし、傰炭13 

素社会の実勶を目刦す、「2050 年カーボンニュートラル」を傪刟しました。翌 2021（傂刄３）年４月には、14 

地功偣暖化対列抙勺本部において、2030 年度の偣抂打創ガスの削刬目標を 2013 年度勑 46％削刬15 

することを目刦し、さらに、50 パーセントの⾼みに切けて倘勛を勸けていくことが勗勖されました。2021（傂16 

刄３）年６月に勗偵された、地功偣暖化対列の抙勺に関する法傢6の⼀部を刳刁する法傢（刳刁地功17 

偣暖化対列抙勺法）では、刼本理戡として 2050 年までの傰炭素社会の実勶が刱劒づけられています。 18 

2021（傂刄３）年６月には、国・地方傰炭素実勶会議において「地戦傰炭素ロードマップ」が決定19 

されました。傰炭素化の刼盤となる判勷劇列（务扏劒きなど自初拔劔扗の戲傘扄発到、勗劗劇勳など20 

業勲ビル等における僿底した刚エネと剭エネ到勴調戾と更新や刳修時の ZEB 化倬拗、ゼロカーボン・ドラ21 

イブ等）を全国找々浦々で実劇することが刱劒づけられています。 22 

同年 10 月には、地功偣暖化対列刧劐7や政刕がその事勲及び事業に関し偣抂打創ガスの僛出の削23 

刬等のため実⾏すべき措劒について定める刧劐（政刕実⾏刧劐8）の刳定、刌６剙エネルギー刼本刧24 

劐9の閣議決定がなされ、５年ぶりの刳定が⾏われました。刳定された地功偣暖化対列刧劐では、205025 

年カーボンニュートラルの実勶に切けて勴候劭動対列を戄実に抙勺していくこと、中勡目標である2030年26 

度における、偣抂打創ガスの新たな削刬目標も剘され、その目標の傈劏けとなる対列・劇列を剌傴した目27 

標実勶への删傶が描かれています。 28 

また、新たな 2030 年度削刬目標を剌傴した「日本の NDC（国が決定する貢僑）」が地功偣暖化29 

対列抙勺本部において決定され、2050 年カーボンニュートラルの実勶に切けた新たな「パリ刞定に刼づく30 

 
6 地功偣暖化対列の抙勺に関する法傢︓用戇劦 87 頁労倠 
7 地功偣暖化対列刧劐︓用戇劦 87 頁労倠 
8 政刕実⾏刧劐︓用戇劦 86 頁労倠 
9 エネルギー刼本刧劐︓用戇劦 85 頁労倠 

  

ツバル、フナフチ勹（刹则） 
戳礁（サンゴがリング勔につながって、その内剷に扫さ刅
10m の浅い刈を勚り囲む地扊）のため内陸から沸き上
がった刍によって浸刍している。 

バングラディシュ 
昔から僟季に斬刍が招こっていたが、剐年は偣暖化の戼
扳か、斬刍の招こる頻度が刲え、剫⺠の生剹を脅かして
いる。 

出典︓JCCCA 全国地功偣暖化拌劙剹動抙勺センター 
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勱⻑勛傎としての⻑勡勛傎10」が閣議決定されました。この勛傎では、2050 年カーボンニュートラル傪刟1 

の背拲にある「もはや地功偣暖化対列は経刡勱⻑の勧約ではなく、扑抄的に地功偣暖化対列を⾏うこと2 

で勩業拧戝や経刡社会の劭戙をもたらし大きな勱⻑につなげる」という政列の刼本的な剛え方が刱劒づ3 

けられています。 4 

 5 

（７）地功偣暖化対列に関する効勹勿の動切 6 

効勹勿では、2021（傂刄３）年２月の勿議会において、2050 年までに傰炭素社会の実勶を目刦7 

す「効勹勿 2050 年カーボンニュートラル」が傪刟されました。 8 

これを刃けて、2021（傂刄３）年 12 月に「効勹勿地功偣暖化対列抙勺刧劐」が刳定されました。9 

本刧劐では、効勹勿の偣抂打創ガス僛出削刬目標として勖 １-３が勳定されています。 10 

 11 

勖 １-３ 効勹勿の偣抂打創ガス僛出削刬目標（2013年度比） 12 

2030 年度 2040 年度 2050 年度 

▲50％ ▲75％ 実拾ゼロ 

 13 

また、同年同月には「効勹勿剭生勃剰エネルギー抙勺ビジョン 2021」も列定されました。抙勺ビジョンで14 

は 2040 年度攠を目途に勿内エネルギー需勥の 100％に相勠するエネルギーを剭生勃剰エネルギーから15 

生み出すという目標を維创しつつ、2030 年度の中間目標である剭エネ劾が 60％から 70％に刂き上げら16 

れました。 17 

 18 

 19 

 20 

 21 

 22 

 23 

 24 

 25 

 26 

抛 １-10 効勹勿の剭エネ拗入目標 27 

出典︓効勹勿剭生勃剰エネルギー抙勺ビジョン 2021 28 

さらに 2022（傂刄４）年５月には、2050 年カーボンニュートラルの実勶、创勸勃剰な傰炭素社会29 

の扊勱を目刦す「効勹勿 2050 年カーボンニュートラルロードマップ」が列定されています。 30 

 
10 パリ刞定に刼づく勱⻑勛傎としての⻑勡勛傎︓用戇劦 87 頁労倠 
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3.  喜刭方市の自抍的・社会的劣僦 1 

（１）刱劒・剥扑 2 

本市は、効勹勿の勾勽部、会找盆地の勾に刱劒し、勾勽に、划刖遺勩の国内候拙に拷げられた倎抿3 

連峰の报大な山並みが連なり、東には刷峰磐梯山の頂を扬む报国山麓が敕野を剗げる抿かな自抍に恵4 

まれた抵扄明媚なまちです。2006（刊勱 18）年１月４日に喜刭方市、熱倝刎納刾、倝勜町、山则5 

町および⾼偮刾の５つの市町刾が合併し、新しい喜刭方市が誕生しました。 6 

别剥扑 554.63 刊方キロメートルの剗大な市戦を剻しており、市戦の約７劎を扒抚が占めています。7 

市の東部、勽部、勾部地戦を中則に山抚が剗がっており、市の中則部から劋部にかけては、刊坦な地扊8 

で、市僩地を囲むように⽥户地帯が剗がっています。市の劋健には、⼀拁河勜である倛扻勜が勊れており、9 

猪日代湖を源とする⼀拁河勜の日拼勜や山抚地帯からの刣勊が劦まり、只⾒勜と合勊し、山間地帯を10 

敡⾏しながら、新僫勿に切かって勊れています。 11 

  12 

 13 

 14 

 15 

 16 

 17 

 18 

 19 

 20 

 21 

 22 

 23 

 24 

 25 

 26 

 27 

出典︓拇刧きたかた 28 

抛 １-11 刱劒（市勓勰）・剥扑  29 

  30 

地戦 

東経 139°52’29” 
勾緯 37°39’05” 
東勽 約 59km 
劋勾 約 50km 

剥扑 554.63km2 
標⾼ 211m 

福島県 

猪日代湖 

喜刭方市 

 ３ 
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（２）勴候・勴拺 1 

本市の勴候は、日本刈剷勴候に傍し、また盆地劣剻の内陸勯勴候の劣僦を剻しています。年刊均勴2 

偣は 11℃前後で、年間降刍截は 1,500 ミリメートル扟度となっていますが、寒暖の戽が大きく、夏は勴偣3 

が⾼く厳しい斟さが勸く日もあり、⼀方、倥は寒偭で刊均１〜２メートル、刭いところでは３メートルに及ぶ4 

大截の扑僴に⾒舞われるところもある僘僴地帯となっています。 5 

勖 １-４ 勴拺概扵 6 

出典︓勴拺劘ウェブサイト ※抺測扛は１月から 12 月までの合刧 7 

 8 

（３）拋地刏用 9 

本市の拋地刏用の勔扵は、山抚・募野が剥扑の約 55%、⽥偯が約 17%となっており刬劮傧切です10 

が、戭地は刲刎しています。 11 

勖 １-５ 拋地刏用勔扵 （単刱︓km2） 12 

労剛︓拇刧きたかた（傂刄４年價）※拧勱勑の刅扐は扡捨劲入の関劂で合刧扛等が合わない場合があります。 13 

年 
勴偣（℃） 刊均抵扠 年間日倠時間 年降刍截 

刊均 勞⾼ 勞拯 (m/s) （hr） (mm) 
2013（刊勱 25）年 11.1 34.6 -15.5 1.7 1,719.5 1,651.5 
2014（刊勱 26）年 10.9 35.9 -15.9 1.6 1,782.9 1,624.0 
2015（刊勱 27）年 11.9 36.8 -12.7 1.7 1,755.7 1,495.0 
2016（刊勱 28）年 12.2 34.5 -11.0 1.6 1,855.4 1,448.5 
2017（刊勱 29）年 11.0 36.1 -11.5 1.5 1,607.1 1,717.5 
2018（刊勱 30）年 12.0 37.5 -16.2 1.5 1,862.0 1,300.0 
2019（傂刄剀）年 12.0 37.4 -10.0 1.7 1,903.1 1,369.0 
2020（傂刄２）年 12.4 36.7 -9.0 1.6 1,660.3 1,434.0 
2021（傂刄３）年 11.9 36.6 -15.5 1.8 1,590.6 1,597.0 
2022（傂刄４）年 11.9 35.9 -14.4 1.6 1,759.3 1,748.5 

劰年 1 月 1 日勶努 别剥扑 

地目劌拋地剥扑 

戭地 ⽥ 偯 山抚 募野 倡扶地 
鉱泉地、
保勣抚、
池僳等 

2015（刊勱 27）年 554.63 14.18 71.83 24.53 295.92 10.94 6.02 131.21 
2016（刊勱 28）年 554.63 14.24 71.79 24.49 295.60 10.96 6.04 131.51 
2017（刊勱 29）年 554.63 14.30 71.73 24.45 295.74 10.99 6.04 131.38 
2018（刊勱 30）年 554.63 14.31 71.71 24.42 295.42 11.02 6.03 131.72 
2019（傂刄剀）年 554.63 14.38 71.65 24.33 295.44 11.05 6.02 131.76 
2020（傂刄２）年 554.63 14.47 71.63 24.30 295.46 11.07 6.09 131.61 
2021（傂刄３）年 554.63 14.51 71.58 24.23 295.48 11.10 6.12 131.61 
2022（傂刄４）年 554.63 14.55 71.53 24.07 295.55 11.23 6.13 131.57 

拧勱勑（％） 100.00% 2.62% 12.90% 4.34% 53.29% 2.02% 1.11% 23.72% 
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（４）人剶・划帯刅 1 

市町刾合併後の 2006（刊勱 18）年度には 55,885 人であった人剶が 2022（傂刄４）年度に2 

は 43,706 人と 10,000 人分上が刬劮し、その大きな勥因の⼀つとして出生刅の拯下が拷げられます。3 

市町刾合併分降は年間約 350 人から 380 人であった出生刅が 2018（刊勱 30）年度には 300 人4 

を下回り、2022（傂刄４）年度には 205 人まで拯下しました。 5 

また、⾼齢化の勺⾏については、2006（刊勱 18）年度に全人剶に占める 65 戉分上の劎合が6 

29.3％であったのに対し、2022（傂刄４）年度では 37.9％と⾼齢者の劎合が刲刎しています。 7 

勖 １-６ 人剶及び划帯刅の抙戔 8 

年度 人剶 划帯刅 出生刅 ⾼齢化劾 
2006（刊勱 18）年度 55,885 17,349 351 29.3% 
2007（刊勱 19）年度 55,100 17,394 381 29.6% 
2008（刊勱 20）年度 54,401 17,436 381 30.0% 
2009（刊勱 21）年度 53,668 17,429 347 30.2% 
2010（刊勱 22）年度 53,020 17,433 381 30.1% 
2011（刊勱 23）年度 52,016 16,969 345 30.5% 
2012（刊勱 24）年度 51,374 16,951 338 31.2% 
2013（刊勱 25）年度 50,666 16,914 367 31.8% 
2014（刊勱 26）年度 50,024 16,945 385 32.8% 
2015（刊勱 27）年度 49,455 16,956 327 33.7% 
2016（刊勱 28）年度 48,923 16,690 356 34.2% 
2017（刊勱 29）年度 48,278 16,731 310 34.4% 
2018（刊勱 30）年度 47,444 16,666 290 35.1% 
2019（傂刄剀）年度 46,785 16,708 271 35.7% 
2020（傂刄２）年度 46,061 16,761 236 36.3% 
2021（傂刄３）年度 44,412 16,071 270 37.6% 
2022（傂刄４）年度 43,706 16,109 205 37.9% 

出典︓喜刭方市オープンデータ-人剶データベース 9 

 10 

（５）扝業 11 

本市の扝業生勩劀は 2014（刊勱 26）年から傭年刲刎を勸けています。 12 

勖 １-７ 扝業生勩劀の抙戔（単刱︓抸勦円） 13 

年 扝業生勩劀 
2014（刊勱 26）年 8,820 
2015（刊勱 27）年 9,540 
2016（刊勱 28）年 10,680 
2017（刊勱 29）年 10,940 
2018（刊勱 30）年 11,380 
2019（傂刄剀）年 11,450 

出典︓e-Stat 政刕拇刧 14 

※人剶、划帯刅は 4 月 1 日勶努、出生刅、⾼齢化劾は 3 月 31 日勶努 
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（６）勏業 1 

本市の年間扅刉劀は、東勾、勾関東に甚大な戀势をもたらした 2011（刊勱 23）年の東日本大傹2 

災後、大抓に刬劮しましたが、2016（刊勱 28）年に上昇に劷じています。⼩刉業年間扅刉劀は傹災3 

剟後を拄き 400 別円剤で抙戔しており、剐年は回戴傧切にあります。 4 

 5 

勖 １-８ 卸・⼩刉業年間扅刉劀の抙戔（単刱︓抸勦円） 6 

刊勱 19 年は刊勱 18 年４月〜刊勱 19 年３月、刊勱 24 年は刊勱 23 年１月〜12 月の合刧 7 

出典︓RESAS 地戦経刡分偏システム、e-stat 政刕拇刧、刊勱 26 年は勏業拇刧調刀 8 

 9 

 10 

（７）剋業 11 

本市の拸戝劍出偍劀等は、2011（刊勱 23）年東日本大傹災後、刬劮し、660 別円まで勉ち券12 

みましたが、2015（刊勱 27）年から刲刎し、2018（刊勱 30）年は 810 別円まで上昇しました。翌13 

年は 720 別円となりましたが、おおむね 700 別円剤で抙戔しています。 14 

 15 

勖 １-９ 拸戝劍出偍劀の抙戔（単刱︓抸勦円） 16 

年 拸戝劍出偍劀等 
2011（刊勱 23）年 77,733 
2012（刊勱 24）年 72,201 
2013（刊勱 25）年 66,012 
2014（刊勱 26）年 71,384 
2015（刊勱 27）年 78,348 
2016（刊勱 28）年 77,925 
2017（刊勱 29）年 77,508 
2018（刊勱 30）年 81,266 
2019（傂刄剀）年 72,621 

 17 

出典︓e-Stat 政刕拇刧 18 

 19 

年 
 

卸刉業 
年間扅刉劀 

⼩刉業 
年間扅刉劀 

卸・⼩刉業合刧 
扅刉劀 

2007（刊勱 19）年 13,469 45,596 59,065 

2012（刊勱 24）年 13,106 30,189 43,295 

2014（刊勱 26）年 9,665 41,118 50,783 

2016（刊勱 28）年 15,541 44,189 59,730 
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（８）剞戥 1 

本市では、2017（刊勱 29）年度攠から刺劥の剤刅は刬劮傧切にありますが、⼩扗剎扃刺は年々2 

刲刎しています。 3 

勖 １-10 自動刺剤刅の抙戔（単刱︓剤） 4 

年度  貨刵刺 
拳合刺 
(バス等) 

拳用刺 
劣扶

（殊） 
⼩扗 

剎扃刺 
軽自動

刺 
合刧 

2013（刊勱 25）年度 2,561 120 17,749 945 564 19,618 41,557 
2014（刊勱 26）年度 2,548 121 17,716 964 582 19,996 41,927 
2015（刊勱 27）年度 2,539 122 17,539 971 618 20,042 41,831 
2016（刊勱 28）年度 2,511 128 17,652 972 631 20,020 41,914 
2017（刊勱 29）年度 2,521 123 17,681 976 635 19,925 41,861 
2018（刊勱 30）年度 2,460 129 17,626 979 655 19,957 41,806 
2019（傂刄剀）年度 2,412 127 17,615 987 660 19,168 40,969 
2020（傂刄２）年度 2,441 119 17,567 981 693 19,114 40,915 
2021（傂刄３）年度 2,474 116 17,435 975 728 19,112 40,840 

出典︓東勾剞戥拈効勹剞戥刣拈 5 

 6 

コラム 到勴自動刺は本勠に戳戌に劆しい︖ 7 

 8 

 9 

 10 

 11 

 12 

 13 

 14 

 15 

 16 

 17 

 18 

 19 

 20 

電気自動車は本当に環境に優しい？ 

 

eco 

到勴自動刺はガソリンなどの燃劄を剴用しないため、折⾏時に CO2 が発生しません。 
⼀方で、折⾏時に拔劔する到勴を発到する制、⽕⼒発到勰等で CO2 が発生しますし、到勴自動刺の拸戝

や廃棄等の技階でも CO2 が発生します。劣に、バッテリー（蓄到池）の拸戝時に大截の到勴が拔劔されることか
ら、到勴自動刺の拸戝技階における CO2 発生截は⼀般のガソリン刺の拸戝技階よりも大きくなります。このため、
到勴⾃動刺は環境に劆しいものではないのではないかというような議励もあります。 

剾かに刺の拸戝技階ではガソリン刺等と勑較して、到勴自動刺の CO2 僛出截の方が大きくなります。 
ただし、拸戝技階を経て刏用（折⾏）技階になると、⼀定の折⾏偎护を扪えるとガソリン刺の僛出截が到勴

自動刺を逆劷します。そして、さらに刺の折⾏偎护が刲刎するにつれて、その戽はどんどん大きくなっていきます。 

到勴自動刺の CO2 僛出截がガソリン刺の CO2 僛出截を下回るのに勥する勡間は⼀般的に刺を倔入してから
１年剚〜２年扟度と刟われています。 

いずれにしても、到勴自動刺を⻑く剴えば剴うほど CO2 僛出截は抑えられます。このような勷から、やはり到勴
⾃動刺は本勠に環境に劆しいと刟えます。 

Column 
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塩川 御殿場公園の花菖蒲 

資料提供：（一社）喜多方観光物産協会 
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1.  喜刭方市の偣抂打創ガス僛出截 1 

本市における偣抂打創ガス僛出截は分下のとおりです。 2 

抙戔と内訳は部戋劌 CO2 僛出截の勶扵抙刧から把候しました。 3 

刼劜年度である 2013（刊勱 25）年度の僛出拧戝をみると剞戥部戋が 30.8%と勞も大きく、剙いで4 

初僃部戋、業勲部戋、勩業部戋の順となっています。これらの部戋の僛出截はいずれも 20%を扪えていま5 

す。 6 

2019（傂刄剀）年度の僛出截は 309.5 勎 t-CO2 となっており、刼劜年度から 14.4％刬劮してい7 

ます。部戋劌には剞戥部戋と勩業部戋の僛出劎合が大きくなっています。 8 

 9 

 10 

 11 

 12 

 13 

 14 

 15 

 16 

 17 

 18 

 19 

 20 

 21 

抛 ２-１ 偣抂打創ガス僛出截の抙戔 22 

出典︓地方勗劗剄体実⾏刧劐列定・実劇刣拶サイト-部戋劌 CO2 僛出截の勶扵抙刧 23 

 24 

 25 

 26 

 27 

 28 

 29 

 30 

 31 

 32 

2013 年度                           2019 年度 33 

抛 ２-２ 偣抂打創ガス僛出截の内訳 34 

出典︓地方勗劗剄体実⾏刧劐列定・実劇刣拶サイト-部戋劌 CO2 僛出截の勶扵抙刧 35 

 １ 

75.7 

75.9 

91.6 

111.6 

6.9 

74.4 

56.6 

71.7 

100.3 

6.5 
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コラム 僛出部戋の分類について 1 

 2 

 3 

 4 

 5 

 6 

 7 

 8 

 9 

（１）勩業部戋の偣抂打創ガス僛出截 10 

本市における勩業部戋の偣抂打創ガス僛出截は分下のとおりです。 11 

抙戔と内訳は部戋劌 CO2 僛出截の勶扵抙刧から把候しました。 12 

勩業部戋の偣抂打創ガス僛出截は刼劜年度分降、刲刎傧切にありましたが 2019（傂刄剀）年度13 

の僛出截は 74.4 勎 t-CO2 となっており、刼劜年度から約 1.7％刬劮しました。刼劜年度と勑べると扝抚14 

刍勩業が 4.3 勎 t-CO2 刲刎していますが、劼勳業・鉱業が 0.3 勎 t-CO2 刬劮し、拸戝業は 5.3 勎 t-15 

CO2 と大きく刬劮しています。 16 

僛出拧戝をみると勩業部戋の劎合は、拸戝業が全体の約 80%を占めており、劼勳業・鉱業が 4.7%、17 

扝抚刍勩業は 15.9%となっています。 18 

 19 

抛 ２-３ 偣抂打創ガス僛出截の抙戔（勩業部戋） 20 

出典︓地方勗劗剄体実⾏刧劐列定・実劇刣拶サイト-部戋劌 CO2 僛出截の勶扵抙刧 21 

排出部門の分類について 

 ・勩業部戋・・・拸戝業、劼勳業・鉱業、扝抚刍勩業における剋場・事業場のエネルギー拔劔に僀う僛出 

・業勲部戋・・・事勲勰・ビル、勏業・サービス業劇勳のほか、他のいずれの部戋にも帰傍しないエネルギー 

拔劔に僀う僛出 

・初僃部戋・・・初僃におけるエネルギー拔劔に僀う僛出 

・剞戥部戋・・・自動刺（貨刵・傯抨）、批删、抯舶、航勂務におけるエネルギー拔劔に僀う僛出 

・⼀般廃棄刵分野・・・廃棄刵の催却勀分、僤⽴勀分に僀い発生する僛出 

出典︓戳戌刚 地方勗劗剄体実⾏刧劐（劅戦劇列編）列定・実劇マニュアル 

 

勩業部戋 

業勲部戋 

初僃部戋 

剞戥部戋 

⼀般廃棄刵分野 

Column 
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 1 

抛 ２-４ 偣抂打創ガス僛出截の内訳（勩業部戋） 2 

出典︓地方勗劗剄体実⾏刧劐列定・実劇刣拶サイト-部戋劌 CO2 僛出截の勶扵抙刧 3 

 4 

（２）業勲部戋の偣抂打創ガス僛出截 5 

本市における業勲部戋の偣抂打創ガス僛出截は分下のとおりです。 6 

抙戔は部戋劌 CO2 僛出截の勶扵抙刧から把候しました。 7 

業勲部戋の偣抂打創ガス僛出截は 2016（刊勱 28）年度に刼劜年度から約 24%と大きく刬劮し8 

57.6 勎 t-CO2 となりました。2019（傂刄剀）年度まで 55 勎 t-CO2 前後で抙戔しています。 9 

 10 

抛 ２-５ 偣抂打創ガス僛出截の抙戔（業勲部戋） 11 

出典︓地方勗劗剄体実⾏刧劐列定・実劇刣拶サイト-部戋劌 CO2 僛出截の勶扵抙刧 12 

 13 

 14 

2019 年度 2013 年度 
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（３）初僃部戋の偣抂打創ガス僛出截 1 

本市における初僃部戋の偣抂打創ガス僛出截は分下のとおりです。 2 

抙戔は部戋劌 CO2 僛出截の勶扵抙刧から把候しました。 3 

初僃部戋の偣抂打創ガス僛出截は、刼劜年度である 2013（刊勱 25）年度から刬劮傧切にあり、4 

2019（傂刄剀）年度には刼劜年度と勑べると、19.9 勎 t-CO2（約 22%）刬劮し 71.7 勎 t-CO25 

となっています。 6 

 7 

 8 

 9 

 10 

 11 

 12 

 13 

抛 ２-６ 偣抂打創ガス僛出截の抙戔（初僃部戋） 14 

出典︓地方勗劗剄体実⾏刧劐列定・実劇刣拶サイト-部戋劌 CO2 僛出截の勶扵抙刧 15 

 16 

（４）剞戥部戋の偣抂打創ガス僛出截 17 

本市における剞戥部戋の偣抂打創ガス僛出截は分下のとおりです。 18 

抙戔と内訳は部戋劌 CO2 僛出截の勶扵抙刧から把候しました。 19 

剞戥部戋の偣抂打創ガス僛出截は刼劜年度分降、緩やかに刬劮し勸け、2019（傂刄剀）年度の20 

僛出截は刼劜年度から 11.3 勎 t-CO2 削刬され 100.3 勎 t-CO2 となりました。傯抨自動刺、貨刵自21 

動刺、批删の全てにおいて刼劜年度から刬劮しています。 22 

2019（傂刄剀）年度の僛出拧戝をみると剞戥部戋は、傯抨自動刺、貨刵自動刺の劎合が同等で23 

全体の約 97%を占めており、批删は３％ほどとなっています。 24 

 25 

 26 

 27 

 28 

 29 

 30 

 31 

抛 ２-７ 偣抂打創ガス僛出截の抙戔（剞戥部戋） 32 

出典︓地方勗劗剄体実⾏刧劐列定・実劇刣拶サイト-部戋劌 CO2 僛出截の勶扵抙刧 33 

54.5 

53.1 

4.0 

48.3 

49.0 

2.9 
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 1 

 2 

 3 

 4 

 5 

 6 

 7 

 8 

 9 

 10 

 11 

 12 

 13 

 14 

抛 ２-８ 偣抂打創ガス僛出截の内訳（剞戥部戋） 15 

出典︓地方勗劗剄体実⾏刧劐列定・実劇刣拶サイト-部戋劌 CO2 僛出截の勶扵抙刧 16 

 17 

 18 

（５）⼀般廃棄刵分野の偣抂打創ガス僛出截 19 

本市における⼀般廃棄刵分野の偣抂打創ガス僛出截は分下のとおりです。 20 

抙戔は部戋劌 CO2 僛出截の勶扵抙刧から把候しました。 21 

⼀般廃棄刵分野の偣抂打創ガス僛出截は、刼劜年度の 2013（刊勱 25）年度分降斦々に刬劮22 

しており、2019（傂刄剀）年度には刼劜年度と勑べ、約６%刬劮しました。 23 

 24 

抛 ２-９ 偣抂打創ガス僛出截の抙戔（⼀般廃棄刵分野） 25 

出典︓地方勗劗剄体実⾏刧劐列定・実劇刣拶サイト-部戋劌 CO2 僛出截の勶扵抙刧 26 

 27 

  28 

2019 年度 2013 年度 
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2.  喜刭方市の勞劖エネルギー拔劔截 1 

本市の勞劖エネルギー拔劔截は分下のとおりです。 2 

抙戔と内訳は部戋劌 CO2 僛出截の勶扵抙刧から把候しました。 3 

刼劜年度である 2013（刊勱 25）年度のエネルギー拔劔拧戝をみると剞戥部戋が 33.3%と勞も大4 

きく、剙いで初僃部戋、勩業部戋、業勲部戋の順となっています。 5 

2019（傂刄剀）年度の勞劖エネルギー拔劔截は 112,024（募油換劊 kL）となっており、刼劜年度6 

から 22.7％刬劮しています。部戋劌には剞戥部戋と初僃部戋のエネルギー拔劔劎合が大きくなっていま7 

す。 8 

 9 

 10 

 11 

 12 

 13 

 14 

 15 

 16 

 17 

 18 

 19 

 20 

 21 

抛 ２-10 勞劖エネルギー拔劔截の抙戔 22 
 23 

 24 

 25 

 26 

 27 

 28 

 29 

 30 

 31 

 32 

 33 

 34 

 35 

 36 

2013 年度                            2019 年度 37 

 38 

抛 ２-11 勞劖エネルギー拔劔截の内訳 39 
40 

 ２ 

31,053 

36,280

48,345

29,307

24,559

26,324

43,445

17,696
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 コラム 勞劖エネルギー拔劔截 1 

 2 

 3 

 4 

 5 

 6 

 7 

 8 

 9 

 10 

 11 

コラム 2030 年度の到勴はどのように発到されているのか 12 

 13 

 14 

 15 

 16 

 17 

 18 

 19 

 20 

 21 

 22 

 23 

 24 

 25 

  26 

最終エネルギー消費量 

 

 

エネルギーは生勩されてから、拔劔者に剴用されるまでの間に扞々な技階を経ています。 
勞刘に、募油、劈炭、拦抍ガスなどの劰扶エネルギーが房扚され、到勴や劈油拸劍などに 
扊を劭え、扔たちが勞劖的に拔劔するという勊れです。 

勞劖拔劔者に僪くまでには、発到ロス、戥拡中のロス、及び発到・劷換部戋での自初拔劔などが発生します。
房扚されたエネルギーから、これらロス等を戽し刂いたものが、勞劖エネルギー消劔量（勞劖的に拔劔者が剴
用するエネルギー截）です。 

また、剴用したエネルギーごとの剴用截に、それぞれ勰定の劂刅を拳じ、募油に換劊した扛が、募油換劊エネ
ルギー剴⽤量（kL）です。募油換劊することにより、剴用するエネルギーの扶類が異なっていても别截を劊出
することができるので、全体でどのくらい剴用しているのか把候しやすくなります。 

出典︓資源エネルギー劘 エネルギー扢剱 
 

2030 年度の電気はどのように発電されているのか 

 

 

2050 年カーボンニュートラル、2030 年度の偣抂打創ガス
僛出截 46％刬（2013 年度勑）、さらに 50％の⾼みを目
刦して倘勛を勸ける新たな削刬目標を刃けて、2030 年度に
おけるエネルギー需扚⾒通しが傂刄３年 10 月に剘されまし
た。 

ここでは、勶努（2019 年度）は 10,240 別 kWh であ
る発到截を刚エネ等によって 9,340 別 kWh に抑えるとされ
ています。 

その到源拧勱は右抛のとおりであり、戲傘扄発到等の剭
生勃剰エネルギーや刍素・アンモニアで約４劎を賄い、募子
⼒で約２劎を賄うことによって、化劈燃劄による発到を約４
劎とする⾒通しが剘されています。 

この⾒通しは、扞々な戜刑の克傕を野則的に戹定したもの
ですが、この野則的な⾒通しを実勶するために、2030年度に
切けて、より拯炭素な到⼒への劷換のための扞々な勚刢が抙
勺されていきます。 

出典︓資源エネルギー劘 2030 年度におけるエネルギー需扚⾒通し 

Column 

Column 
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3.  喜刭方市における剭生勃剰エネルギーの拗入勔扵 1 

本市における剭生勃剰エネルギーの拗入截は分下のとおりです。 2 

拗入截は、剭生勃剰エネルギー固定剒剺戍勚勧度11による拗入剣截や市劇勳等における拗入截から3 

把候しました。 4 

剭生勃剰エネルギーの拗入截と市内の勞劖エネルギー拔劔截に対する劎合（剭エネ劎合）の抙戔は5 

下抛のとおりです。剭エネ拗入截、剭エネ拗入劎合ともに刲刎傧切であり、2021（傂刄３）年度の剭エ6 

ネ拗入劎合について、大劶抌刍⼒発到（30MW 分上）を拄くと 16.7％、大劶抌刍⼒発到を手む剭エ7 

ネ拗入劎合は86.2％となっています。なお、大劶抌刍⼒発到は剭生勃剰エネルギー固定剒剺戍勚勧度8 

の対拺とならない劶抌（30MW 分上）の刍⼒発到としています。 9 

今後も剭生勃剰エネルギーの拗入を傌勺するとともに、市内で剴用されるエネルギー剴用截を削刬する10 

刚エネの勚刢を抙勺することが判勥です。 11 

 12 

勖 ２-１ 剭生勃剰エネルギー扶劌の拗入截 13 

 14 

市内勞劖エネルギー拔劔截 144,986 112,451 
剭エネ拗入劾 10.9％ 16.7％ 
剭エネ拗入劾（大劶抌手む） 64.8％ 86.2％ 

 15 

 16 

 
11 剭生勃剰エネルギー固定剒剺戍勚勧度︓用戇劦 86 頁労倠 

剭エネ扶劌 
拗入截（募油換劊︓単刱 kL/年） 

2013 年度 2021 年度 

戲傘扄発到  631 3,287 

抵⼒発到  0 1 

中⼩刍⼒発到  14,915 15,268 

バイオマス 
刓拾拀 131 137 

廃棄刵拀 7 7 

戲傘熱  78 116 

地中熱  0 0 

僴氷熱  9 9 

合刧  15,771 18,824 

大劶抌刍⼒（30MW 分上） 78,144 78,144 

合刧（大劶抌刍⼒手む） 93,916 96,969 

 ３ 
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 1 

 2 

 3 

 4 

 5 

 6 

 7 

 8 

 9 

 10 

 11 

 12 

 13 

 14 

 15 

 16 

 17 

 18 

 19 

 20 

 21 

 22 

 23 

 24 

 25 

 26 

 27 

 28 

 29 

 30 

 31 

 32 

 33 

抛 ２-12 剭生勃剰エネルギーの拗入勔扵  34 

◆大劶抌刍⼒発到（30MW 分上）を拄く拗入勔扵◆ 

◆大劶抌刍⼒発到（30MW 分上）を手む拗入勔扵◆ 
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4.  喜刭方市の剭生勃剰エネルギー拗入ポテンシャル 1 

本市の剭生勃剰エネルギー拗入ポテンシャル12は分下のとおりです。 2 

勃採截は、勖２-２の劵剛にまとめた方法で把候しました。 3 

戲傘扄発到のポテンシャルが勞も大きく全体の 39.0％となっており、剙いで地中熱 34.3％、バイオマス4 

12.8％となっています。 5 

勖 ２-２ 本市の剭生勃剰エネルギー拗入ポテンシャル（単刱︓募油換劊 kL/年） 6 

剭エネ扶 勃採截 劵剛 

戲傘扄発到 96,736 
劼刵拀のポテンシャルについては剭生勃剰エネルギー剈刔剖房システム
（REPOS）13データを劼刵の耐傹刼劜適合劾で拙刁、拋地拀のポテ
ンシャルについてはソーラーシェアリング遮扄劾で拙刁 

抵⼒発到 4,994 剭生勃剰エネルギー剈刔剖房システム（REPOS）データを删戢との刱
劒関劂から拗入が戹定されるエリア（１/５扟度と戹定）に絞り券み 

刍⼒発到 16,411 剭生勃剰エネルギー剈刔剖房システム（REPOS） 
地熱発到 763 剭生勃剰エネルギー剈刔剖房システム（REPOS） 

バイオマス 
刏用 

刓拾 6,739 
会找地戦 13 市町刾扒抚資源剹用実勶刧劐列定事業 
扒抚資源の刏用勃剰截の詳細調刀・分偏の概勥における年間刏用勃
剰材扑を刼に熱刏用を戹定して劊定 

攸勩 1,639 効勹勿の剭生勃剰エネルギーポテンシャルを刼に熱刏用を戹定して劊定 
扝業 22,020 効勹勿の剭生勃剰エネルギーポテンシャルを刼に熱刏用を戹定して劊定 
下刍 
倢旉 10 戳戌センター倝勜剋場の年間の傰刍倢旉催却截を刼に熱刏用を戹定

して劊定 

廃棄刵 1,405 戳戌センター山则剋場の勃燃ごみの年間勀理截を刼に熱刏用を戹定し
て劊定 

戲傘熱刏用 7,787 剭生勃剰エネルギー剈刔剖房システム（REPOS） 
地中熱刏用 85,052 剭生勃剰エネルギー剈刔剖房システム（REPOS） 
僴氷熱刏用 4,708 戭地における扑僴截の５％扟度と戹定 
合刧 248,265  

 7 

したがって、本市の勞劖エネルギー拔8 

劔截の約 2.2 倍の剭生勃剰エネルギー9 

拗入ポテンシャルがあり、その刏剹用によ10 

る拗入打創が勡戊できます。 11 

 12 

 13 

  14 

 
12 剭生勃剰エネルギー拗入ポテンシャル︓用戇劦 86 頁労倠 
13 剭生勃剰エネルギー剈刔剖房システム（REPOS）︓用戇劦 86 頁労倠 

 ４ 

抛 ２-13 拗入ポテンシャルの内訳 
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5.  喜刭方市における扒抚による剎偔化炭素吸劓截 1 

本市における扒抚による剎偔化炭素吸劓截は分下のとおりです。 2 

吸劓截の抙戔及び抙刧は扒抚簿データから把候しました。 3 

なお、2016（刊勱 28）年度と 2020（傂刄２）年度について扒抚簿に刼づいて吸劓截を劊定しま4 

した。その他の年度については 2016（刊勱 28）年度から 2020（傂刄２）年度までの抙戔が継勸す5 

るものとして抙刧した刻創を剘しています。 6 

この刻創、2016（刊勱 28）年度から 2020（傂刄２）年度までの扒抚拻理の勔扵が継勸した場7 

合、2030 年度の吸劓截は 40.4 勎 t-CO2 となり、2013（刊勱 25）年度の吸劓截の抙刧扛と勑較8 

すると 41.1％扟度刬劮する刻創となりました。 9 

 10 

 11 

 12 

 13 

 14 

 15 

 16 

 17 

 18 

 19 

 20 

 21 

 22 

 23 

抛 ２-14 扒抚による剎偔化炭素吸劓截の抙戔及び抙刧 24 

 25 

 26 

 ５ 

木質バイオマスはカーボンニュートラルではない？ 

 

 

 

刓拾バイオマスは、炭素(カーボン)の僛出と吸劓が戽し刂きゼロとなる「カーボンニュートラル」とされています。し
かし、扒抚を伐採すれば剀の勔拟に戻るまでには時間がかかるため、その間、伐採した箇勰だけをみると、⻑勡に
わたり炭素蓄扑截が刬劮し、大勴中の CO₂が刲刎するようにみえます。このことから、剐年、刓拾バイオマスの刏
用はカーボンニュートラルではないという議励が国内勭で招こっています。 

しかし、伐採した箇勰を手む地戦の扒抚でみたときに、⼀定勡間の伐採による CO₂僛出截が扒抚の扄合勱
による吸劓截分下（＝扒抚の炭素蓄扑截が刬劮しない⼜は 
刲刎する勔拟）であれば、大勴中の CO₂は刲刎しません。 

本市では、エネルギー刏用のみを目的とした伐採によるのではなく、 
適刁な扒抚拻理の下における刓拾バイオマスはカーボンニュートラル 
に資するとし、本刧劐の劇列を拪理しています。 

出典︓⼀般社剄法人日本刓拾バイオマスエネルギー刞会 
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1.  喜刭方市の目刦す将勵僕 1 

（１）喜刭方市カーボンニュートラル傪刟  2 

〜2050 年までに剎偔化炭素僛出截実拾ゼロ〜 3 

剐年、地功偣暖化に招因する勴候劭動は、划刖劰地で大劶抌な自抍災势を頻偉に刂き招こし人間社4 

会や自抍戳戌に対する脅威となっており、本市においても、扔たちの拴剐なところにまで戼扳が及んでいます。 5 

2015（刊勱 27）年の「パリ刞定」で、地功偣暖化勬刑は扫傋な戜刑であるという国制的な劗通剉6 

抟のもと、「勩業戙戻からの刊均勴偣上昇を 1.5℃までに抑える努⼒目標」が劗剻・採僨されました。また、7 

2020（傂刄２）年 10 月、国においては「2050 年カーボンニュートラル、傰炭素社会の実勶を目刦す」8 

ことが傪刟されました。 9 

扔たち喜刭方市⺠も、国制社会の⼀員として、今、⾏動を招こさなければなりません。このまま対列を僂10 

じずにいると、未勵の喜刭方のすがたは今とは戆ったものになってしまうかもしれません。自抍抿かで剹⼒に11 

披ちた傩扬あふれる喜刭方を未勵へつなげるため、2050 年までに剎偔化炭素僛出截を実拾ゼロとする12 

「カーボンニュートラル」の実勶を目刦し、全ての市⺠が⼒を合わせ、社会全体で勚り刢みます。 13 

 14 

 15 

 16 

 17 

 18 

 19 

 20 

 21 

 22 

 23 

抛 ３-１ 本市のカーボンニュートラルのイメージ 24 

 25 

この「喜刭方市カーボンニュートラル傪刟」が目刦すものとして、下勖のような目標と勚刢方拏を勳定して26 

います。 27 

勖 ３-１ カーボンニュートラル傪刟の目標と勚刢方拏 28 

喜刭方市の剎偔
化 炭 素 僛 出 截
削刬の目標 

（１）⻑勡目標 2050 年までに 剎偔化炭素僛出截実拾ゼロ 

（２）中勡目標 2030 年までに 剎偔化炭素僛出截を 46％削刬 

勚刢方拏 ・剎偔化炭素僛出の削刬に勚り刢み、僛出截と吸劓截の均衡をとる「実拾ゼロ」を目刦します。 

・⼀人⼀人が戳戌勬刑について勪抟して刚エネルギーに勚り刢みます。 

・傰炭素社会の拧傀を目刦し、市全体で剭生勃剰エネルギーの刏用拡大に勚り刢みます。 

・循戳扗社会の扊勱に切け、３Ｒの僿底に勚り刢みます。 

 １ 
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（２）本市の目刦すカーボンニュートラルが実勶した将勵僕 1 

本市の目刦すカーボンニュートラルが実勶した社会のイメージは分下のとおりです。 2 

 3 

 刊均勴偣の上昇と勴候劭動による戼扳を勞⼩拘に抑え、抿かな自抍の恩恵によりもたらされる勩業、4 

剽化、地戦コミュニティー等が維创されています。 5 

 劰初僃や地戦コミュニティー、事業勰、剋場などへは自初拔劔扗の剭生勃剰エネルギー勳劵や刚エ6 

ネ勳劵が拗入され、地功戳戌へ括傼することはもちろん、エネルギー関連代⾦の勊出を拌いで、地戦7 

のエネルギー勣全保拃を剾⽴しています。 8 

 EV をはじめとした剙划代自動刺が僁及しており、戔動に僀う剎偔化炭素の僛出が抑えられています。 9 

 傰炭素経剔やエシカル拔劔、地勩地拔によって、偣抂打創ガスの僛出を僀わない勩業、サービス、10 

市⺠生剹が剔まれ、炭素関連刣出を拘りなく抑えた、创勸勃剰な傰炭素社会が拧傀されています。 11 

 初僃や事業勰に薪ストーブやチップボイラ等が僁及し、抿かな扒抚資源を剹用した刓拾バイオマスエ12 

ネルギーの刏用が浸倧しており、燃劄と素材生勩のために扒抚拪劵が傌勺されたことによって関連す13 

る勩業とその従事者が戞勱され、カーボンニュートラルエネルギーの房扚源、剎偔化炭素の吸劓源とし14 

て扒抚が打創的に保全・剹用されています 15 

 自初拔劔扗剭生勃剰エネルギー勳劵の拗入やゼロカーボンドライブが抙勺されています。これに僀って僁及した16 

蓄到池、EV 等の剹用によって剻務的な地戦エネルギーマネジメントが⾏われており、激甚化・⾼頻度化する勴17 

拺災势時などにおいても勮いレジリエンスを発揮され、剭生勃剰エネルギーの需扚調拪にも剹用されています。18 

います。 19 

 20 

 21 

 22 

 23 

 24 

 25 

 26 

 27 

 28 

 29 

 喜刭⽅市の目刦す将勵像 

 刊均勴偣の上昇と勴候劭動による戼扳を勞⼩拘に抑え、抿かな自抍の恩恵によりもたらされる勩業、剽化、
地戦コミュニティー等が維创されています。 

 劰初僃や地戦コミュニティー、事業勰、剋場などへは自初拔劔扗の剭生勃剰エネルギー勳劵や刚エネ勳劵が
拗入され、地功戳戌へ括傼することはもちろん、エネルギー関連代⾦の勊出を拌いで、地戦のエネルギー勣全
保拃を剾⽴しています。 

 EV をはじめとした剙划代自動刺が僁及しており、戔動に僀う剎偔化炭素の僛出が抑えられています。 

 傰炭素経剔やエシカル拔劔、地勩地拔によって、偣抂打創ガスの僛出を僀わない勩業、サービス、市⺠生剹
が剔まれ、炭素関連刣出を拘りなく抑えた、创勸勃剰な傰炭素社会が拧傀されています。 

 初僃や事業勰にペレットストーブやチップボイラ等が僁及し、本市の抿かな刓拾バイオマス、扝業拀バイオマスエ
ネルギーの刏用が浸倧しています。燃劄と素材・扝剕刵生勩によって関連する勩業とその従事者が戞勱され、
カーボンニュートラルエネルギーの房扚源、剎偔化炭素の吸劓源として扒抚や扝地が打創的に保全・剹用され
ています。 

 自初拔劔扗剭生勃剰エネルギー勳劵の拗入やゼロカーボンドライブが抙勺されています。これに僀って僁及した
蓄到池、EV 等の剹用によって剻務的な地戦エネルギーマネジメントが⾏われており、激甚化・⾼頻度化する勴
拺災势時などにおいても勮いレジリエンスが発揮され、剭生勃剰エネルギーの需扚調拪にも剹用されています。 
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コラム ゼロカーボン・ドライブ 1 

 2 

 3 

 4 

 5 

 6 

 7 

 8 

 9 

 10 

 11 

 12 

 13 

 14 

 15 

 16 

コラム 傰炭素経剔 17 

 18 

「傰炭素化」を剁業経剔に押り券む動きを脱炭素経剔といいます。 19 

こうした勚刢は、刐資初等に対する傰炭素経剔の⾒える化を通じて、自社の剁業剒扛切上へとつながります。ま20 

た、剐年、傰炭素経剔に勚り刢む剁業が勚刂刪（サプライヤー）にも削刬目標の勳定や剭エネ調戾などによる21 

CO2 僛出削刬を勥扥する動きもあり、他社との戽劌化やビジネスチャンス僠剃のためにも傰炭素経剔に勚り刢む劧22 

勥勯が刲しており、グローバル剁業を剿めとして国制的に拡大しています。 23 

傰炭素経剔の具体的な勚刢として、勴候関連のリスク・務会に関する剈刔開剘の枠刢み（TCFD）や、傰炭24 

素化に切けた目標勳定（SBT, RE10014）があります。 25 

 26 

 27 

出典︓戳戌刚 傰炭素ポータル 28 

 
14 RE100︓用戇劦 88 頁労倠  

脱炭素経営 

 

 

ゼロカーボン・ドライブ 

 

 

 

 

到勴自動刺（EV）

 

プラグインハイブリッド刺（PHEV）

 

燃劄到池自動刺（FCV）

 
バッテリー（蓄到池）に蓄えた到
勴でモーターを回劷させて折る自動
刺。 

搭傴したバッテリー（蓄到池）に
勭部から扚到できるハイブリッド刺。
バッテリー（蓄到池）に蓄えた到
勴でモーターを回劷させるか、ガソリ
ンでエンジンを動かして折る。 

充填した刍素と勂勴中の偔素を剬
劸させて、燃劄到池で発到し、その
到勴でモーターを回劷させて折る自
動刺。 

出典︓戳戌刚 ZERO CARBON DRIVE ウェブサイト 

ゼロカーボン・ドライブ（傎称︓ゼロドラ）とは、折⾏時の CO2 僛出截
がゼロのドライブのことで、戳戌刚がこの勚刢を抙勺しています。到勴自動刺
（EV）・プラグインハイブリッド刺（PHEV）・燃劄到池自動刺（FCV）を
剹用するとともにそれらで劧勥となる到⼒を戲傘扄や抵⼒などの剭生勃剰エ
ネルギーを剴って発到した剭エネ到⼒とする勚刢です。 

Column 

Column 
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コラム エシカル拔劔 1 

 2 

 3 

 4 

 5 

 6 

 7 

 8 

コラム レジリエンス 9 

 10 

 11 

 12 

 13 

コラム 戲傘扄発到の戜刑と拗入打創 14 

 15 

 16 

 17 

 18 

 19 

 20 

 21 

 22 

 23 

 24 

 25 

 26 

  27 

エシカル消費 

 

Column 

エシカルとは、倫理的・删徳的という勪抧で、地戦の剹勯化や雇用などを手
む、人・社会・地戦・戳戌に括傼した拔劔⾏動が、エシカル消劔です。 

扔たち⼀人⼀人が、日々のお戍刵を通して、社会的な戜刑に勴劏き、その
剆決のために、戬ができるのかを剛えてみることが、エシカル拔劔の刌⼀歩です。 

创勸勃剰な開発目標(SDGs)の 17 のゴールのうち 
劣にゴール 12 に関連する勚刢です。 

出典︓効勹勿 HP エシカルふくしまはじめよう︕ 

太陽光発電の課題と導入効果 

 
剭生勃剰エネルギーの⼀つとして全国劰地で拗入が勺められている戲傘扄発到ですが、大劶抌な戲傘扄発

到勳劵の⼀部のものについては拲抺や自抍成傓といった勬刑が招こっています。勢な扁としては、戲傘扄発到劇
勳の劼勳による扒抚伐採、傧斜地への勳劒等による地すべり・拋倸偼れ、剬射扄によるトラブルなどが拷げられま
す。これらの勬刑に対劸するために、戲傘扄発到劇勳勳劒に関する劬扁を列定したり、拗入を傌勺する地戦を拘
定したりする勚刢が勺められています。また、戲傘扄発到パネルはその拸戝や廃棄時に CO2が僛出されるため、劧
ずしも戳戌に劆しいものではないとする議励もあります。 

国⽴戣扨開発法人新エネルギー・勩業勒战别合 
開発務拧（NEDO）によれば、剫戭用戲傘扄発到 
システムの拸戝から剴用、剴用後の勀理までの⼀連 
の剋扟（ライフサイクル）で発生する CO2 の截は 
3.5〜6.0ｔ-CO2 扟度とされています。 

戲傘扄発到システムによる発到勡間が⻑くなれば 
なるほど削刬される CO2 の截も大きくなりますが、上剌 
のライフサイクル全体で僛出される CO2 を相抮する勡 
間は 1.4〜3.0 年扟度となっています。 

このことから、戲傘扄発到は剴⽤する勡間が⻑くなるほど環境に劆しいと刟えます。 

 

Column 

レジリエンス 

 
レジリエンスとは、「勮じん勯」、あるいは「回戴⼒」や「傆⼒勯」を剘す刟戺です。 

エネルギー分野では、具体的には、災势に勮いインフラの拪劵、拱勡戴旧のための事業者との連抠の勮化、剈
刔発勼の勮化などの勚刢が「レジリエンス」勮化として勺められています。 

出典︓資源エネルギー劘 エネルギー扢剱 

Column 
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2.  将勵僕の実勶のための方切勯（シナリオ） 1 

2050 年度の本市の将勵僕実勶のために中間地勷である 2030 年度、さらには 2 

その刪の 2050 年度までのシナリオを分下のように勳定しました。 3 

 4 

（１）エネルギー打劾の僿底的な刳善と本市経刡の更なる剹勯化 5 

（僿底した刚エネルギー対列の実劇） 6 

＜2030 年度に切けて＞ 7 

本市の勩業において刚エネルギー勯剰の⾼い勳劵・務扙の拗入を傌勺します。⾼打劾勂調や勩8 

業用ヒートポンプ、⾼打劾モーターやインバーターの拗入等によって生勩剹動によるエネルギー打劾を9 

僿底的に⾼めます。劣に、勣定的な刚エネ打創を剃ることができる⾼打劾倠明については「刼劜年10 

度である 2013 年度の６倍」扟度の拗入傌勺を抛ります。これらの勚刢によって本市内剁業の戂拫11 

⼒を⾼め、本市勩業のこれまで分上の剹勯化につなげます。 12 

国の地功偣暖化対列刧劐15（傂刄３年 10 月 22 日閣議決定）における対列の削刬截の扏13 

拠では、業勲その他部戋の 2013 年度の⾼打劾倠明の拗入剤刅は 0.5 別剤とされており、203014 

年度までに約６倍の 3.2 別剤にするとされています。 15 

これを、全国と本市の業勲その他部戋の事業劶抌から、本市の⾼打劾倠明の拗入剤刅を抙刧す16 

ると 抛 ３-２のようになります。 17 

 18 

 19 

 20 

 21 

 22 

 23 

 24 

 25 

 26 
 27 

抛 ３-２ 本市の業勲その他部戋における⾼打劾倠明拗入傌勺目標 28 

 29 

劼傀刵に関しては、今後劼傀される中大劶抌な劼傀刵は劼傀刵刚エネ法16に刼づく刚エネ刼劜30 

への 100％適合を抛ります。また、既抑の劼傀刵については刚エネ刼劜の適合劾が剚分分上となる31 

ようにします。このことにより、劣に寒偭地である本市の勴候劬剅下において本市内劼傀刵の倜適勯32 

を⾼め、業勲打劾が切上します。さらには、戳戌勯剰の⾼い劼傀刵の需勥が⾼まることによって、本33 

市内の劼傀業刖の勒战切上・剹勯化にもつなげます。 34 

 
15 地功偣暖化対列刧劐︓用戇劦 87 頁労倠 
16 劼傀刵刚エネ法︓用戇劦 86 頁労倠 

 ２ 

約６倍 
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＜2050 年度のカーボンニュートラル実勶を⾒据えて＞ 1 

2050 年度にカーボンニュートラルが実勶した社会においては、剭生勃剰エネルギーが市内から大2 

截に剕られ、剎偔化炭素の僛出につながらないそれらのエネルギーが市内で打劾よく剴用されることと3 

なります。 4 

そうした 2050 年度の本市の将勵僕を⾒据え、化劈燃劄の剴用を中則とした熱源を到化するな5 

ど、カーボンニュートラル社会のエネルギー房扚に対劸するエネルギー劷換を傌勺します。 6 

 7 

（２）本市の剾固たるエネルギーセキュリティの拧傀とレジリエンスの切上 8 

（剭生勃剰エネルギーの勞大拘拗入） 9 

＜2030 年度に切けて＞ 10 

本市の勣定的な個らし、社会剹動、勩業の維创に欠かすことのできないエネルギーとそのコストは11 

国制的な社会剈劕に大きく戼扳を刃けます。勞剐ではウクライナ剈劕において到勴代、ガス代、ガソ12 

リン代といったエネルギー剒剺の⾼騰が国制的な戜刑となっています。 13 

エネルギーの勣定的な剾保は我が国全体の政列に関わるものですが、本市においても剭生勃剰エ14 

ネルギーを勞大拘に拗入することによって、これまでのエネルギー房扚倯に傟抑しない剾固たるエネル15 

ギーセキュリティを剾⽴します。 16 

本市の抿かな自抍の恩恵を勞大拘に剹用するため、戲傘扄エネルギーや刓拾バイオマス、扝業拀17 

バイオマス等の剹用を勺め、大劶抌刍⼒を手めた刍劜で勶勔よりも 1.2 倍の剭生勃剰エネルギー拗18 

入截とし、本市で拔劔するエネルギー截を上回る剭生勃剰エネルギーの拗入截とします。 19 

これらの剭生勃剰エネルギーを市内で剹用することによって、勶勔では市勭へ勊出しているエネルギ20 

ーコストを戦内にとどめるとともに、剋業剄地等の⼀定のエリアに劦中的に房扚することにより、本市の21 

ブランド化、剹勯化につなげます。 22 

これらの剭生勃剰エネルギーを避戚劇勳等へ拗入し、さらには到勴自動刺（EV）等の大剣截バ23 

ッテリーを初僃でも剻打剹用する V2H（Vehicle to Home）を拡大することにより、本市内でも攝24 

努化している勴候劭動戼扳等による災势等へのレジリエンスを⾼めます。 25 

＜2050 年度のカーボンニュートラル実勶を⾒据えて＞ 26 

划刖のカーボンニュートラル等を勃剰とするため、戙新的勒战を 2050 年までに剾⽴することを目刦27 

し列定された「戙新的戳戌イノベーション勛傎17」（傂刄２年１月 21 日拇合イノベーション勛傎抙28 

勺会議決定）によれば、従勵の戲傘到池では勳劒できなかった場勰（ビル倿剥、剋場务扏、自動29 

刺等）を刏用勃剰とする戙新的な戲傘到池は 2030 年攠からの社会実装を目刦すとされています。30 

また、2050 年までに扝山倰刾における⾼打劾な剭生勃剰エネルギーの生勩と扝抚刍勩業及び戦31 

内に勣定房扚する地勩地拔扗エネルギーシステムの拧傀を目刦すとされています。これは、本市の剭32 

生勃剰エネルギー拗入ポテンシャル18の抺勷からも非拤に判勥です。 33 

 
17 戙新的戳戌イノベーション勛傎︓用戇劦 85 頁労倠 
18 剭生勃剰エネルギー拗入ポテンシャル︓用戇劦 86 頁労倠 
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これらを⾒据えて、剭生勃剰エネルギー勒战に関する理剆を傌すとともに刪⾏的にカーボンニュート1 

ラルの実勶を目刦すモデル地戦を選定します。 2 

 3 

（３）抿かな自抍戳戌を勞大拘に剹かした倜適な戳戌の維创（傰炭素地戦づくり） 4 

＜2030 年度に切けて＞ 5 

本市ではこれまでも抿かな自抍の恩恵により、勩業・剽化・地戦コミュニティ等を維创・発扯させて6 

きました。このような本市の「勮み」を後划に刂き継ぐとともに、さらに倜適な戳戌を維创するためのまち7 

づくりを勺めます。 8 

本市の抿かな扒抚資源をこれまで分上に剹用するため、市内材を剹用した劼傀刵の拡大とともに9 

刓拾バイオマスの剹用を傌勺します。刓拾バイオマスについてはこれまでの７倍扟度に拗入截を拡大10 

します。また、扒抚拪劵により 2030 年度まで勶努の扒抚による剎偔化炭素吸劓截を維创し、その11 

後の吸劓截刲刎への删傶をつけます。 12 

＜2050 年度のカーボンニュートラル実勶を⾒据えて＞ 13 

2050 年度のカーボンニュートラルに切けた勒战動切として刓戝ビル劼傀勒战があります。これらの14 

勒战によって扒抚資源の剹用がこれまで分上に拡大するとともにそれに僀って扒抚拪劵も傌勺されま15 

す。勶勔では資材の生勩勯やコストが戜刑となっていますが、刓戝ビルに関する理剆傌勺やモデル拗16 

入を抛ります。 17 

 18 

（４）循戳経刡（サーキュラーエコノミー）への戔⾏（循戳扗まちづくり） 19 

＜2030 年度に切けて＞ 20 

大截生勩・大截拔劔扗の経刡社会剹動は、大截廃棄扗の社会を扊勱し、投全な刵拾循戳を21 

阻势するほか、勴候劭動勬刑、拦抍資源の敓渇、大劶抌な資源採勚による生刵刭扞勯の成傓な22 

ど扞々な戳戌勬刑にも偾扴に関劂しています。資源・エネルギーや戱糧需勥の刲大や廃棄刵発生23 

截の刲刎が划刖全体で扫傋化しており、⼀方通⾏扗の経刡社会剹動から、创勸勃剰な扊で資源24 

を刏用する「循戳経刡」への戔⾏を目刦すことが划刖の潮勊となっています。 25 

本市においても、⼀般廃棄刵僛出截は 2014（刊勱 26）年度から刬劮傧切に劷じているもの26 

の今後もごみ刬截と３Ｒ剹動の抙勺は判勥です。 27 

初僃における戱劍ロスの削刬、バイオマスプラスチック19類の僁及拡大、廃プラスチックのリサイクル28 

傌勺等により循戳経刡への戔⾏に舵を割ります。 29 

 30 

 
19 バイオマスプラスチック︓用戇劦 87 頁労倠 
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＜2050 年度のカーボンニュートラル実勶を⾒据えて＞ 1 

循戳経刡（サーキュラーエコノミー）への戔⾏により、剁業がビジネス勛傎として資源循戳に勚り刢2 

むことによって、中⻑勡的な戂拫⼒の勮化につながると剛えられます。傂刄３年價戳戌・循戳扗社3 

会・生刵刭扞勯扢剱20によれば、循戳経刡については划刖で約 500 抈円の経刡打創のある勱⻑4 

市場とされており、これらの勚刢を勺めることによって、本市経刡のさらなる勮化につなげます。 5 

 6 

（５）刁しく傁れて適割に対劸する勣則・勣全なまちづくり（勴候劭動適劸列） 7 

＜2030 年度に切けて＞ 8 

2022（傂刄４）年８月３日の大僟災势など、本市においても勴候劭動戼扳と剛えられる災势9 

が招こっています。こうした災势のみならず、勴候劭動戼扳については、扝剕刵への戼扳や投康戼扳10 

など扞々な懸戡があります。 11 

このような剈刔を刁しく、適割に剖房することにより、勴候劭動適劸に関する理剆を傌すとともに、12 

前抃の「（２）本市の剾固たるエネルギーセキュリティの拧傀とレジリエンスの切上」にも剘したとおり、13 

剭生勃剰エネルギーの拗入等によって災势に勮いまちづくりを勺めます。 14 

＜2050 年度のカーボンニュートラル実勶を⾒据えて＞ 15 

今後拡大が刨測される勴候劭動戼扳への適劸に勛傎的に勚り刢むことは、事業の创勸勃剰勯を16 

⾼める上で劧勥勘勃欠であり、僖抨や刐資初などからの勼頼勯切上、新たな事業務会の傦出等、17 

⺠間剁業の戂拫⼒を⾼める抺勷からも判勥です。 18 

市内事業者の理剆傌勺を抛るとともに勛傎的な勴候劭動適劸に関する勚刢を刣拶します。 19 

 20 

（６）ライフスタイルの劷換とカーボンニュートラル実勶に切けた勴剞の醸勱 21 

（刭扞な勢体の連抠） 22 

＜2030 年度に切けて＞ 23 

カーボンニュートラルの実勶には、勶努のライフスタイルやビジネススタイルを劷換する劧勥があります。24 

全国的には、戳戌刚が中則となって新たな国⺠剞動（傰炭素につながる新しい抿かな個らしを傦る25 

国⺠剞動）が 2022（傂刄４）年 10 月 25 日に発拒し、実劇されています。 26 

本市においても、これらの動きと連抠してライフスタイルの劭戙とカーボンニュートラル実勶に切けた勴27 

剞の醸勱を抛ります。剫戭については、新傀剫戭は ZEH 刼劜の刚エネ勯剰に適合する劎合を28 

100％とするとともに既抑剫戭についても刚エネ刳修により、刚エネ刼劜に適合する剫戭の劎合を３29 

劎まで⾼めます。 30 

⾼打劾な刚エネルギー務扙についても⾼打劾扚湯扙や⾼打劾倠明の拗入を傌勺し、劣に寒偭31 

地である本市の劣勯からヒートポンプ劚の扚湯扙を勶勔から５倍扟度に拗入截を伸ばします。 32 

また、剙划代自動刺についても新刺扅刉剤刅に占める剙划代自動刺の劎合を勶勔の倍扟度と33 

します。 34 

 
20 戳戌・循戳扗社会・生刵刭扞勯扢剱︓用戇劦 85 頁労倠 
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＜2050 年度のカーボンニュートラル実勶を⾒据えて＞ 1 

カーボンニュートラルの実勶に切けたライフスタイルの劷換の⼀つとして拸劍・サービスの選僨がありま2 

す。従勵拸劍として扅刉していたものを、その拸劍の创つ務剰に戄目して、その務剰の部分をサービス3 

として剖房するサービサイジング（拸劍のリース・レンタル、ESCO︓Energy Service Company 事4 

業）やシェアリングエコノミー（カーシェアリング、シェアサイクル、⺠泊、シェアハウス等）があり、全国で5 

拡大しています。 6 

こうした勚刢に関する理剆を傌勺するとともにこれらの市内への拡大を抙勺します。 7 

 8 

コラム 3R の抙勺 9 

３Ｒ（リデュース、リユース、リサイクル）は、ごみを刬らし拘りある地功の資源を承るために、繰り拮し剴う循10 

戳扗社会を実勶するための判勥なキーワードです。ごみを刬らすことはその勀理に僀う剎偔化炭素の発生を抑11 

勧するとともに刈扤プラスチックごみ勬刑や戱劍ロスの剆決にもつながります。 12 

３Ｒの取組 13 

劅分 勢な勚刢 

Reduce 

（リデュース） 

拸劍をつくる時に剴う資源の
截を劮なくすることや廃棄刵の
発生を劮なくすること 

 マイバックを创って勄駄な倣装は勋る 

 僒め替え剣扙に入った拸劍や倚易倣装の拸劍を選ぶ 

 耐戸拔劔拉（初到拸劍・初具類・自動刺等）は⼿
入れや修理をしながら⻑く大割に剴う 

Reuse 

（リユース） 

剴用刡拸劍やその部劍等を
繰り拮し剴用すること 

 リターナブル剣扙21に入った拸劍を選び、剴い劖わった
時にはリユース回劓に出す 

 フリーマーケットやガレージセール等を剹用し、勘用劍の
剭剴用に努める 

Recycle 

（リサイクル） 

廃棄刵等を募材劄やエネル
ギー源として剻打刏用すること 

 資源ごみの分劌回劓に刞⼒する 

 リサイクル拸劍を扑抄的に刏用する 

出典︓リデュース・リユース・リサイクル抙勺刞議会 HP 14 

 15 

 16 

コラム 戱劍ロス 17 

戱劍ロスとは、本勵戱べられるにも関わらず捨てられてしまう戱べ刵のことです。 18 

日本では 2020（傂刄２）年度に約 522 勦トンの戱劍ロス（初僃から約 247 勦トン、事業者から約19 

275 勦トン）が発生したと抙刧されています。 20 

初僃で発生する戱劍ロスは大きく分下の３つに分類されます。 21 

食品ロス分類 22 

劅分 内剣 

戱べ拑し 戱卓にのぼった戱劍で、戱べ割られずに廃棄されたもの 

剟扴廃棄 賞抧勡拘割れ等により剴用・剖房されず、⼿つかずのまま廃棄されたもの 

劢剰拄抇 抖くむき劢ぎた野菜の⽪など、勘勃戱部分を拄抇する制に劢剰に拄抇された勃戱部分 

出典︓戳戌刚 戱劍ロスポータルサイト23 

 
21 リターナブル剣扙︓用戇劦 88 頁労倠 

３R の推進 
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1.  刼本目標 1 

 2 

 3 

2.  偣抂打創ガス僛出削刬目標 4 

（１）本市における偣抂打創ガス僛出截の将勵抙刧刻創 5 

（勶勔すう劕ケース22） 6 

将勵（2030 年度）における偣抂打創ガス僛出截について、戵刎的な削刬対列を⾏わない場合の7 

「勶勔すう劕ケース」の僛出截を抙刧しました。 8 

抙刧にあたっては、2030 年度までのそれぞれの部戋傭の刦標（扁えば、勩業部戋は拸戝劍出偍劀9 

等、業勲部戋は刌３剙勩業従業者刅、初僃部戋は人剶、剞戥部戋は自動刺保剻剤刅等）の抙戔を10 

刎抧しました。 11 

この刻創、今後戵刎的な削刬対列を⾏わない場合の 2030 年度の僛出截は 289.5 勎 t-CO2 とな12 

り、2013 年度勑で 20.0%の削刬となる刻創となりました。 13 

 14 

勖 ４-１ 「勶勔すう劕ケース」の僛出截（単位：千 ~-CT2） 15 

部戋等 2013 年度 2019 年度 
勶勔すう劕ケース 

2030 年度 2050 年度 
勩業部戋 75.7 74.4 78.4 78.4 
業勲部戋 75.9 56.6 54.8 54.8 
初僃部戋 91.6 71.7 63.7 46.9 
剞戥部戋 111.6 100.3 86.3 85.6 

⼀般廃棄刵分野 6.9 6.5 6.3 6.3 
合刧 361.7 309.5 289.5 272.0 

2013 年度勑（削刬劾） － 14.4%削刬↓ 20.0%削刬↓ 24.8%削刬↓ 

 

22 勶勔すう劕ケース︓用戇劦 85 頁労倠 

 ２ 

刼本目標 

 剎偔化炭素僛出截 2050 年度までに実拾ゼロ(2030 年度までに 46％削刬)を目刦す 

 市内の勞劖エネルギー拔劔截の 100％分上に相勠する截の剭生勃剰エネルギーを
2030 年度までに拗入し、効勹勿が目刦す「2040 年勿内エネルギー拔劔截勑
100％の剭エネ拗入」をけん刂する 

 扒抚による剎偔化炭素吸劓截を、2030 年度まで勶努の吸劓截を維创し、その後の吸
劓截刲刎への删傶をつける 

 勴候劭動に適劸したまちづくりを抙勺する 

 １ 
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（２）偣抂打創ガス僛出削刬目標 1 

本市では、「喜刭方市カーボンニュートラル傪刟」において、偣抂打創ガス僛出截の削刬目標を勳定し2 

ています。 3 

⻑勡目標として 2050 年度までに剎偔化炭素僛出截実拾ゼロを目刦しており、それを⾒据えた中勡目4 

標として 2030 年までに剎偔化炭素僛出截を 46％削刬としています。 5 

この中勡目標戾勱のために、勶勔すう劕ケース23では剎偔化炭素僛出截の削刬截が劮ないので、戵刎6 

的な対列を実劇することが劧勥です。剙勖に中勡目標戾勱のための勢な勚刢と削刬截等を、部戋劌に7 

剘します。 8 

勖 ４-２ 中勡目標戾勱のための勢な勚刢と削刬截等 9 

部戋 勢な勚刢 
勚刢による削刬截 

（勎 t-CO2） 
2030 年度僛出截 
目標（勎 t-CO2） 

刼劜年度勑 
削刬劾 

勩業 国と連抠したエネルギー打劾の
⾼い勳劵務扙の拗入傌勺等 

11.1 57.9 24％ 

業勲 劼傀刵の刚エネルギー化、⾼打
劾な刚エネルギー務扙の僁及、
エネルギー拻理の僿底等 

11.2 36.9 51％ 

初僃 剫戭の刚エネルギー化、⾼打劾
な刚エネルギー務扙の僁及等 

10.8 45.3 51％ 

剞戥 剙划代自動刺の僁及、エコドラ
イブの傌勺等 

24.0 52.0 53％ 

⼀般廃棄刵 廃棄刵催却截の削刬、バイオマ
スプラスチック24類の僁及等 

3.4 2.9 58％ 

剭生勃剰 
エネルギーの
拗入 

戲傘扄発到勳劵等の拗入傌
勺（※詳細は剭生勃剰エネル
ギー拗入目標労倠） 

34.0 － － 

合刧 94.5 195.0 46％ 
 10 

 11 

 12 

 13 

 14 

 15 

 16 

 17 

 18 

 19 

 20 
 21 

抛 ４-１ 偣抂打創ガス僛出削刬目標 22 

 
23 勶勔すう劕ケース︓用戇劦 85 頁労倠 
24 バイオマスプラスチック︓用戇劦 87 頁労倠 

2050 

（勎 t-CO2） 

361.7 

289.5 

刼劜年度 
僛出截 

将勵抙刧 

中勡目標 
⻑勡目標 

実拾僛出ゼロ 

2013 
（刼劜年度） 

2030 
勶勔すう劕ケース 

2030 

46% 

195.0 

偣抂打創ガス僛出削刬目標 
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3.  勞劖エネルギー拔劔截の目標 1 

 2 

前抃の偣抂打創ガス削刬対列を実劇することにより、本市内の勞劖エネルギー拔劔截を刼劜年度勑3 

で 43％削刬します。 4 

 5 

 6 

 7 

 8 

 9 

 10 

 11 

 12 

 13 

抛 ４-２ 勞劖エネルギー拔劔截目標 14 

 15 

 16 

 17 

コラム 中勡目標の年度（2030 年度）について 18 

「喜刭方市カーボンニュートラル傪刟」では、中勡目標として 2030 年度までに剎偔化炭素僛出截を 46％19 

削刬という目標を勳定しています。 20 

政刕の列定した「地功偣暖化対列刧劐25」では、2030 年度の目標が勳定されています。そして、地功偣暖21 

化対列の抙勺に関する法傢26において、地方勗劗剄体の列定する実⾏刧劐は国の「地功偣暖化対列刧劐」22 

に即して列定することが前められています。 23 

このため、本市においても中勡目標年度を 2030 年度とし、剎偔化炭素僛出削刬目標を勳定しています。 24 

 25 

 26 

 27 

 28 

 29 

出典︓地功偣暖化対列刧劐（傂刄３年 10 月 22 日閣議決定）概勥 30 

  31 

 
25 地功偣暖化対列刧劐︓用戇劦 87 頁労倠 
26 地功偣暖化対列の抙勺に関する法傢︓用戇劦 87 頁労倠 

 ３ 

刼劜年度勑 
43％削刬 

中期目標の年度（2030 年度）について 

 

 

Column 
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4.  剭生勃剰エネルギー拗入目標等 1 

（１）剭生勃剰エネルギーの拗入パターン 2 

本市における剭生勃剰エネルギー拗入パターンとして分下の３つのパターン（拯刱、中刱、⾼刱）につ3 

いて、剎偔化炭素削刬截の抙刧を⾏いました。この削刬截を目勣にして、剭生勃剰エネルギーの拗入目4 

標を勳定します。 5 

勖 ４-３ 剭生勃剰エネルギー拗入パターン 6 

パターン 勳定内剣 
剎偔化炭素 

削刬截 
（勎 t-CO2） 

拯刱 劰剭エネ扶劌の 2013 年度〜2021 年度までの伸び劾が今後も継勸する
ものと戹定した。 

8 

中刱 抵⼒については、2030 年度におけるエネルギー需扚の⾒通し（傂刄３年
10 月資源エネルギー劘資劄）に剘された国の野則的刍劜を戹定した。 

中⼩刍⼒、バイオマス熱、廃棄刵熱については⾼刱と拯刱の中間扛とした。
これらはいずれも国の目標刍劜を上回るものである。 

また、戲傘扄発到については、ポテンシャルの剥からも本市として扑抄的に拗
入を抙勺すべきものであることから、国の目標よりも３劎扟度⾼い刍劜とし、戲
傘熱についても戲傘扄発到と同刍劜とした。 

大劶抌刍⼒、僴氷熱については勶勔固定とした。 

34 

⾼刱 勒战戙新、勧約勥因の緩刄等により 2050 年度には本市の剭エネポテンシ
ャルが全截発勶するものと戹定し、そこからバックキャスト27（剟拓剐似）で
2030 年度の拗入截を勳定した。 

なお、抵⼒発到と僴氷熱についてはポテンシャルの全発勶が勶実的でないことか
ら、2013 年度〜2021 年度までの伸び劾が今後も継勸するものと戹定した。 

115 

 7 

 8 

 9 

 10 

 11 

 12 

 13 

 14 

 15 

 16 

 17 

 18 

 19 

 
27 バックキャスト︓用戇劦 87 頁労倠 

 ４ 

抛 ４-３ 剭生勃剰エネルギー拗入パターン 
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（２）2030 年度における剭生勃剰エネルギー拗入目標 1 

本市の 2030 年度の剎偔化炭素僛出削刬目標（2013 年度勑 46％削刬）のためには、拯刱パタ2 

ーンでは削刬目標が戾勱できません。⾼刱パターンは、剭エネポテンシャルの全截発勶の戹定抙刧のため3 

勶実的ではなく、中刱パターンに刼づき、剭生勃剰エネルギー拗入目標を分下のように勳定しました。 4 

なお、2030 年度はこの剭生勃剰エネルギーの拗入傌勺と刚エネルギー剹動の抙勺により、本市の勞5 

劖エネルギー拔劔截に占める剭生勃剰エネルギーの劎合を 100％分上とすることを目刦します。 6 

 7 

勖 ４-４ 2030 年度剭生勃剰エネルギー拗入目標（単刱︓募油換劊 kL） 8 

剭エネ扶 
実績 2030 年度目標 

2013 2021 拗入截 
2013 年度からの 
伸び劾（倍） 

戲傘扄 631 3,287 9,005 14.3 
抵⼒ 0 1 5 - 
刍⼒ 93,059 93,412 96,207 1.0 
戲傘熱 78 116 318 4.1 
バイオマス熱 131 137 4,859 37.1 
廃棄刵熱 7 7 225 31.3 
僴氷熱 9 9 9 1.0 
合刧 93,916 96,969 110,628 1.2 

 9 

 10 

 11 

 12 

 13 

 14 

 15 

 16 

 17 

 18 

 19 

 20 

 21 

 22 

 23 

 24 

抛 ４-４ 2030 年度剭生勃剰エネルギー拗入目標 25 

 26 
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5.  扒抚による剎偔化炭素吸劓截の目標 1 

 2 

本市における扒抚による剎偔化炭素吸劓截の抙戔は抛 ４-５のとおりです。 3 

刼劜年度である 2013 年度から 2020 年度までの吸劓截は抚齢が刲すことに僀って刬劮します。この4 

抙戔が維创されるものとして 2030 年度の吸劓截を抙刧すると 40.4 勎 t-CO2 となり、2013 年度勑で5 

41.1％扟度刬劮する刻創となりました。 6 

今後、刧劐的に本市内の扒抚を拪劵することによって、剎偔化炭素吸劓剰⼒の拯下を抑勧し、20307 

年度には勶努（2020 年度）の吸劓截を維创することを目標とします。 8 

 9 

 10 

 11 

 12 

 13 

 14 

 15 

 16 

 17 

 18 

抛 ４-５ 扒抚による剎偔化炭素吸劓截の目標 19 

 20 

 21 

 22 

コラム 抚齢と扒抚吸劓截 23 

「抚齢」は扒抚の年齢を剘します。扁えば人剋抚の場合は、日刓を植栽した年度を１年生として、その後、24 

年度が経つに従って２年生、３年生と刅えます。 25 

その扒抚吸劓截は樹扶によっても異なりますが、抚齢 11〜40 年生あたりでピークを迎え、分降は刬劮して26 

いきます。本市を手む日本の人剋抚の刭くは、勛後まもなく生勩目的で植えられたものであり、40 年から 50 年27 

経劢しています。 28 

これらの刓材資源を剹用して、伐ったところに拊い刓を植えることによって扒抚吸劓截の刲刎につながります。 29 

  30 

 ５ 

2020 年度の 
吸劓量を維创 

林齢と森林吸収量 

 

 

Column 
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6.  喜刭方市地功偣暖化対列别合ビジョンの勱創刦標 1 

别合ビジョンの勺捗勔扵を拻理するための勱創刦標を分下のように勳定しました。 2 

これらの勱創刦標の動切を傭年度把候して勺捗勔扵を拻理し、劧勥に劸じてその対劸列を刴戎します。 3 

 4 

（１）别合ビジョンの勱創刦標 5 

勖 ４-５ 别合ビジョンの勱創刦標 6 

勱創刦標 2030 年度目標 

剎偔化炭素僛出截 195（勎 t-CO2） 
刼劜年度（2013 年度）勑 46％削刬 

勞劖エネルギー拔劔截 
※刚エネルギー対列等による 
エネルギー拔劔截の削刬目標 

82,157（募油換劊 kL） 
刼劜年度（2013 年度）勑約 43％削刬 

剭生勃剰エネルギー拗入截 110,628（募油換劊 kL） 
刼劜年度（2013 年度）拗入截の 1.2 倍（大劶抌刍⼒発到を手む
刍劜） 

剭生勃剰エネルギーの劎合 100％分上 
（本市の勞劖エネルギー拔劔截に対する剭生勃剰エネルギーの劎合） 

扒抚による剎偔化炭素吸劓截 57.0（勎 t-CO2） 
勶努（2020 年度）の吸劓截を維创 

 7 

（２）部戋劌の勱創刦標 8 

勖 ４-６ 部戋劌の勱創刦標 9 

部戋 勱創刦標 目標 把候方法 

勩業 
⼀般拉剄法人刚エネルギーセンター
による「刚エネ勞適化僄勋」等、刚エ
ネ僄勋刃僄刅 

7 剅 
（年間１剅） 

事業者への剈刔剖房等に僀って
把候 

業勲 
⼀般拉剄法人刚エネルギーセンター
による「刚エネ勞適化僄勋」等、刚エ
ネ僄勋刃僄刅 

14 剅 
（年間 2 剅） 

事業者への剈刔剖房等に僀って
把候 

初僃 戲傘扄発到拗入截 
2021 年度勑の約３倍
（剭生勃剰エネルギー

拗入目標より） 
拇刧剱より把候 

剞戥 
新刺扅刉剤刅に占める剙划代自動
刺の劎合 

50％ 
（国と同刍劜） 

拇刧剱より把候 
（効勹勿の劎合を本市と同刍
劜とする。） 

 10 

 ６ 
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1.  劇列の体拀 1 

本市の将勵僕を実勶するための劇列体拀は分下のとおりです。 2 

地功偣暖化対列抙勺法に剘されている４つの劇列に勴候劭動適劸法28に刼づく適劸列を刎えるととも3 

に、それらを刣える勅勋的な劇列の６つの体拀としました。 4 

 5 

勖 ５-１ 劇列体拀 6 

 7 

 8 

 9 

  10 

 
28 勴候劭動適劸法︓用戇劦 85 頁労倠 

劇列体拀  勚刢倅目 

１ 
徹底ÌÔ省�ネル��対策ã

実施 

  
（１）省�ネ活動ã推進Ý�ネル��消費量等ã�見½�化� 

（２）建築物ù設備ã脱炭素化 

２ 
再生可能�ネル��ã最大

限導入  

  
（１）再生可能�ネル��等ã導入拡大 

（２）市内�ネル��ã�リ�ン化 

3 脱炭素地域ÚÄÿ 

  
（１）�リ�ンß交通社会ã構築 

（２）農林業ã振興Ý吸収源対策 

（３）��ボンニュ�3ラルßóÖÚÄÿã推進 

４ 循環型óÖÚÄÿ 

  
（１）Éôã発生抑制Ýリユ�$�リ ��ルã推進 

（２）環境負荷ã小Ê¹製品�役務等ã調達 

５ 気候変動適応策 

  
（１）気候変動影響ã把握Ý啓発 

（２）気候変動リ$�ã軽減  

６ 多様ß主体ã連携 

 
（１）脱炭素社会構築ãÔöã�賢¹選択�ã推進 

 
（２）脱炭素社会構築�牽引Î��人ÚÄÿ� 

 
（３）環境情報ã共有化 

 １ 
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2.  劇列の内剣 1 

（１）僿底した刚エネルギー対列の実劇 2 

１）刚エネ剹動の抙勺とエネルギー拔劔截等の「⾒える化」 3 

【刚エネ法管理標劜や環境マネジメントシステムの普及（大劶模事業者）】 4 

 刚エネ法29の刯勋刼劜に刼づく拻理標劜の剛え方や、戳戌マネジメントシステムの剛え方について剈刔剖5 

房等を扑抄的に⾏い、市内事業者が合理的な方法で刚エネルギーを勺めるための剷剥刣拶を⾏います。 6 

 7 
 8 

【市内事業勰との刚エネ相談サポート勧度の新勳（中小劶模事業者）】 9 

 市内の事業者が刚エネ剹動を抙勺するにあたり、エネルギー剴用実拟やエネルギー拔劔勳劵等の剈刔を10 

市と劗剻し、勚刢方法についてコミュニケーションを抛る勧度を新勳します。 11 

 12 

【エネルギー消劔量等の「⾒える化」の促勺】 13 

 初僃における HEMS やビル等における BEMS などエネルギーマネジメントシステムの拗入を傌勺します。こ14 

れらの勳劵によるエネルギー拔劔截の「⾒える化」によって、エネルギー拔劔の劣僦に劸じた刚エネ剹動を15 

剹勯化します。 16 

 17 

【脱炭素化事業剹動の実勶】 18 

 サプライチェーン全体を通じた偣抂打創ガス僛出削刬打創截の定截化と勚刢の抙勺、さらには、中⼩剁19 

業を手め、パリ刞定の⻑勡目標と拪合する野則的な目標勳定を刣拶・傌勺します。 20 

 21 

２）劼傀刵や勳劵の傰炭素化 22 

【刚エネ剫宅に関する剈刔剖供】 23 

 ⾼勴偾化・⾼勋熱化等、剫戭の新傀・刳傀の制に拗入勃剰な刚エネ勒战の剈刔を剗く剖房することに24 

より、刚エネ扗剫戭の僁及を抛ります。 25 

 26 

【刚エネルギー勳劵務器の普及促勺】 27 

 エネルギー拔劔の劮ない初到・扚湯扙等に関する剈刔剖房などを扑抄的に⾏い、務扙の戍い替え時等28 

における刚エネルギー務扙の拗入を傌勺します。 29 

 また、市内事業者に対しては刚エネルギー勳劵務扙の拗入についての刣拶勧度を通じて、剋場・事業場30 

における勳劵の打劾勯の切上を傌勺します。 31 

 32 
 33 

【新築劼築刵における ZEH・ZEB 化の促勺】 34 

 倜適な抂内戳戌を実勶しながら、劼刵で拔劔する年間のエネルギー劓刣をゼロにすることを目刦した劼35 

刵である ZEH・ZEB 化を傌勺します。これらの剈刔を剖房するとともに、新傀の劼傀刵について ZEH・36 

ZEB 化を傌勺するための刣拶を⾏います。 37 

 38 

 39 

 
29 刚エネ法︓用戇劦 86 頁労倠 

 ２ 

     判勷プロジェクト 

     判勷プロジェクト 
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【刚エネルギー剫宅等⽣勩体勧の整劵・勮化】 1 

 市内の大剋勒剰者を対拺とした刚エネルギー劇剋勒战の習剃に関する僂習会を実劇するなど、市内の2 

劇剋事業者における刚エネルギー剫戭等生勩体勧を拪劵・勮化します。 3 

 4 

コラム エネルギーマネジメントシステム 5 

 6 

 7 

 8 

 9 

 10 

 11 

 12 

 13 

 14 

 15 

 16 

 17 

 18 

 19 

 20 

 21 

 22 

 23 

 24 

 25 

 26 

 27 

 28 

 29 

 30 

 31 

 32 

 33 

 34 

 35 

 36 

 37 

 38 

 39 

  40 

エネルギーマネジメントシステム（EMS） 

 エネルギーマネージメントシステムとは、ビルや剋場等のエネルギー剴用務扙を拻理して、到勴、ガス、熱な
どのエネルギー剴用勔扵の「⾒える化」や、勳劵や務扙の剞用勔扵をエネルギー剴用の抺勷から勞適化するシス
テムのことです。EMS は、業勲用ビル、剋場、初僃など、対拺の戆いによって BEMS、FEMS、HEMS などと呼ば
れます。 

FEMS(Factory Energy Management System︓剋場エネルギー管理システム) 

剋場内のエネルギー剴用の合理化と、勳劵・務扙のトータルライフサイクル拻理の勞適化を抛ります。FEMS の
システム務剰は、生勩勳劵と連動した「データ劓劦務剰」、エネルギー実績・募単刱などを拻理する「データベース
拻理務剰」、パソコンなどによる「勆拹・拻理務剰」によって拧勱されます。 

 
BEMS(Building Energy Management System︓ビルエネルギー管理システム 

BEMS は、IT を刏用して業勲用ビルの倠明や勂調などを勧御し、抂内戳戌とエネルギー勯剰の勞適化を抛り
ます。 

扁として、人や偣度のセンサーと勧御装劒を刢み合わせたシステムなどがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

FEMS の概戡抛 

出典︓戳戌刚 CO₂削刬ポテンシャル僄勋実践ガイドライン 2019 から剕勱 

 

Column 

 
FEMS の適用値囲 

 

倠明勳劵 

刧測・勧御 

勂調勳劵 

刧測・勧御 

刃劭到勳劵 

刧測・勧御 

刃括到勳劵のエネルギー拻理 

BEMS の適用値囲 

生勩勳劵 

拻理・刧測・勧御 

ユーティリティ勳劵 

刧測・勧御 

モニタリング 

生勩勳劵のエネルギー勞適化 
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 1 

コラム 刚エネルギー剫戭に関する市内生勩体勧の拪劵・勮化 2 

 3 

 4 

 5 

 6 

 7 

 8 

 9 

 10 

 11 

 12 

 13 

 14 

 15 

 16 

 17 

 18 

 19 

 20 

 21 

 22 

 23 

 24 

コラム サプライチェーン 25 

 26 

 27 

 28 

 29 

 30 

 31 

 32 

 33 

 34 

 35 

 36 

 37 

 38 

 39 

  40 

サプライチェーン 

 
サプライチェーンとは、勏劍の剁劐・開発から、募材劄や部劍などの調戾、生勩、努庫拻理、括拡、扅刉、拔

劔までのプロセス全体を刦します。 

 

 

 

 

 

 

偣抂打創ガスの僛出截においては、事業者自らの僛出だけでなく、事業剹動に関劂する⼀連の勊れ全体から発
生する僛出截の合刧をサプライチェーン排出量といいます。 

出典︓戳戌刚 グリーン・バリューチェーンプラットホーム 

Column 

省エネルギー住宅に関する市内生産体制の整備・強化 

Column 

戅剽 
住宅資材取扱事業者 

住宅事業者 

工務店 

喜多方市 

市民 

刚エネ剫戭の剖房 

拿明会・僂習会等の開催 

市内事業者に関する 

剈刔剖房 

相戫 

今後、刚エネルギー剫戭の需勥は大きくなると刨戹されます。市⺠のこれらの需勥に対劸するために、また、
市内の剫戭関連事業者の剹動を⾼めるために刚エネルギー剫戭に関する市内生勩体勧の拪劵・勮化に努め
ます。 

具体的には、市内の剫戭関連事業者に対する僂習会や関劂法傂等に関する拿明会を実劇します。市内
の剫戭関連事業者はこれらの剈刔を扅刉剹動に剹かしていただきます。また、市内事業者の剈刔を剗く剈刔
剖房することにより、市内の刚エネルギー剫戭の需勥拡大を抛ります。 
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（２）剭生勃剰エネルギーの勞大拘拗入 1 

１）剭生勃剰エネルギー等の拗入拡大 2 

 3 

【太陽光発到システムの導入促勺】 4 

 剫戭や事業勰において、剎偔化炭素僛出削刬やエネルギーの自扚自拒を傌勺するための方列として、5 

戲傘扄発到システム拗入の傌勺を抛ります。 6 

 7 

【刓質バイオマス刏剹⽤の促勺】 8 

 倥季の化劈燃劄剴用截を削刬し、扒抚の创つ刭剥的な務剰の維创・刲勺と扒抚資源の剻打刏用を9 

抛るため、剫戭や事業勰への薪ストーブ・ペレットストーブ・ペレットボイラー等拗入傌勺を抛ります。また、10 

戳戌にやさしい刓拾バイオマスの刏剹用について周削を抛ります。 11 

 12 

【農業系バイオマス刏剹⽤の促勺】 13 

 化劈燃劄剴用截を削刬するため、扝業拀バイオマスを剹用したボイラ等の拗入を傌勺します。 14 

 15 

【その他の剭⽣勃剰エネルギー導入の刴討】 16 

 本市の抿かな自抍の恩恵を剹用できるよう、⺠間事業者と刞⼒し、傰炭素につながる事業への剭生勃17 

剰エネルギー拗入の勃剰勯について、調刀戣扨を勺めます。 18 

 19 

 20 

２）市内エネルギーのクリーン化 21 

【剭⽣勃剰エネルギーの剹⽤促勺】 22 

 劰扶イベントにおける剭生勃剰エネルギーに関する扯剘や市内に⽴地する剭生勃剰エネルギー等劇勳の23 

⾒学会等を通じて、剭生勃剰エネルギー刏用務扙の拗入を傌勺します。また、グリーン到⼒・熱剨剱30に24 

ついての啓発を⾏い、市内への僁及を目刦します。 25 

 26 

【剭エネ 100 宣刟 RE Action 労刎への推奨・拡大】 27 

 「剭エネ 100 傪刟 RE Action」は、剴用到⼒を 100％剭生勃剰エネルギーに劷換することを傪刟する28 

RE10031イニシアティブの中⼩剁業價となる枠刢みです。剭エネの傌勺だけでなく、戳戌への⾼い勪抟が29 

剁業剒扛の切上につながることから、この枠刢みの剹動や剈刔を扑抄的に剖房し、剁業の労刎拡大を30 

目刦します。 31 

 32 

（３）傰炭素地戦づくり 33 

１）クリーンな剦通社会の拧傀 34 

【エコドライブの推勺】 35 

戳戌にやさしく経刡的で勣全なエコドライブを呼びかけることにより、刺の勌発勺・勌刎扠などを刬劮させ、36 

僛勴ガス抑勧を抛ります。 37 

 38 

 
30 グリーン到⼒・熱剨剱︓用戇劦 85 頁労倠 
31 RE100︓用戇劦 88 頁労倠 

     判勷プロジェクト 

     判勷プロジェクト 
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【⾃劷刺や徒歩での移動の推奨】 1 

 自劷刺の刏用傌勺を抛り、劢度な剐隣の戔動は、自劷刺や傣歩での戔動を抙断し、自動刺刏用の拯2 

刬に努めます。 3 

 4 

【剙划代⾃動刺の導入促勺】 5 

 自動刺の戍い替え時などに、剙划代自動刺（ハイブリッド自動刺、到勴自動刺、プラグインハイブリッド自動6 

刺、燃劄到池自動刺、クリーンディーゼル自動刺等）の拗入が傌勺されるよう、劧勥な剈刔剖房を⾏います。 7 

 8 

【勗劗剦通務関の刏⽤促勺】 9 

 勗劗剦通務関（批删、バス、刨約扗劦合剦通）の刏用傌勺を抛ります。批删や戢拓バスの戢拓剾保10 

に努めます。 11 

 12 

 13 

２）扝抚業の扽抰と吸劓源対列 14 

【森林整劵剹動の促勺】 15 

 「喜刭方市扒抚拪劵刧劐」に刼づいて扒抚の適割な拪劵を傌勺します。また、扒抚勰剻者等が刧劐的16 

かつ⼀体的に扒抚劇業を⾏えるように、扒抚の勶扵調刀、その他地戦剹動を刣拶します。 17 

 18 

【刓材等の地勩地消の推勺】 19 

 「喜刭方市刓材刏用抙勺方拏」に刼づき、市内の勗劗劼傀刵等における刓材刏用を抙勺します。また、20 

この方拏により、扒抚の勗才的務剰の発揮、循戳扗社会の扊勱、抚業・刓材勩業の扽抰による地戦経21 

刡剹勯化を抛ります。 22 

 23 

【環境にやさしい農業の推勺】 24 

 SDGs や戳戌を判拹する国内勭の動きが刎扠していくと⾒券まれる中、化学债劄・化学合勱扝薬の剴25 

用を拯刬する勚刢と併せて地功偣暖化拌劙等に打創の⾼い剔扝剹動を抙勺することにより、戳戌にや26 

さしい扝業の僁及拡大を抛ります。 27 

 28 

【カーボン・オフセットの促勺】 29 

 勗剻抚拪劵によるオフセット・クレジット（Ｊクレジット）の発⾏と扅刉に勚り刢むとともに、カーボン・オフセ30 

ット勧度の剹用を傌勺します。 31 

 32 

 33 

３）カーボンニュートラルなまちづくりの抙勺 34 

 35 

【カーボンニュートラルに関するモデル地劅づくり】 36 

 国の「地戦傰炭素ロードマップ」を労剛に、地戦経刡循戳と地戦傰炭素の実勶を目刦し、剋業剄地の傰37 

炭素化等、カーボンニュートラルに関するモデル地戦づくりを⾏います。 38 

 39 

【脱炭素移⾏・剭エネ推勺剦劏⾦の剹⽤】 40 

 戳戌刚の傰炭素戔⾏・剭エネ抙勺剦劏⾦を剹用した判勷対列刎扠化事業により、カーボンニュートラル41 

なまちづくりを抙勺します。 42 

 43 

     判勷プロジェクト 

     判勷プロジェクト 

     判勷プロジェクト 
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（４）循戳扗まちづくり 1 

１）ごみの発生抑勧とリユース・リサイクルの抙勺 2 

【初庭系ごみ刬量の推勺】 3 

 「喜刭方市⼀般廃棄刵勀理刼本刧劐」に刼づき、リデュース、リユース等に関する啓発とともにリサイクル4 

を抙勺することにより初僃拀ごみの刬截を抛ります。 5 

 6 

【分劌劓劦の推勺】 7 

 市内劰划帯へ「初僃ごみ劓劦カレンダー」、「初僃ごみの分け方・出し方」を括偵し、市⺠へごみ分劌の8 

周削僿底を抛り、ごみの刬截化・資源化を抙勺します。 9 

 10 

【事業系ごみ刬量の推勺】 11 

 市内の事業者を対拺に、僛出されるごみの調刀等をしながら啓発を⾏い、ごみの刬截化と剭資源化を抛12 

ります。 13 

 14 

【新しいリサイクルの刴討】 15 

 剻務拾資源、戱劍廃棄刵、廃プラスチックなどについて、新勒战によるリサイクルを刴戎します。 16 

 17 

 18 

２）戳戌拆偍の⼩さい拸劍・勓勲等の調戾 19 

【グリーン購入の推勺】 20 

 事勲用劍等の選定にあたり、戳戌拆偍の⼩さい拸劍の選僨（グリーン倔入）を傌勺します。 21 

 22 

【食劍ロス対列】 23 

 「おいしい戱べきり剞動32」や「フードバンク33」等の戱劍ロス削刬の勚刢を傌勺します。 24 

 25 

【廃プラスチック勬刑剆決への貢献】 26 

 剴い捨てプラスチックであるワンウェイプラスチックの剴用の抑勧を抛ります。 27 

 28 

【DX34による業勲等の効劾化】 29 

 DX（デジタル・トランスフォーメーション）を剹用し、業勲やエネルギーの打劾化を抛り、傰炭素化につな30 

げます。 31 

 32 

【AI35や IoT36勒術を剹⽤した刵質循環適刁化に関する刴討】 33 

 拦候や拔劔截を AI で剆偏することによる生勩截や生勩時勡の勞適化、IoT 等による勷刴・修繕・剦34 

換・剭剴用等の勞適化等についての勃剰勯を刴戎します。 35 

  36 

 
32 おいしい戱べきり剞動︓用戇劦 85 頁労倠 
33 フードバンク︓用戇劦 87 頁労倠 
34 DX︓用戇劦 88 頁労倠 
35 A I︓用戇劦 88 頁労倠 
36 IoT︓用戇劦 88 頁労倠 
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コラム プラスチック資源循戳勛傎 1 

 2 

僁技扔たちが剴っているプラスチック拸のペットボトルや剣扙などは、 ポイ捨てされたり適割な勀分がされないことによ3 

り刈に勊され、刈扤プラスチックごみになります。刈扤プラスチックによるごみ勬刑とは、そうしたプラスチックごみが刈扤倢4 

偦や生拟拀に及ぼす戼扳を勬刑拹したものです。 5 

刈扤生刵への戼扳は甚大です。扁えば、ウミガメがプラスチックのポリ袋をクラゲと間戆えて戱べてしまったり、廃棄さ6 

れたプラスチック拸の倰業倯に僇まってクジラや刈鳥が窒僢拎したりするなど、戀势の刔剪が划刖中で後を傉ちません。 7 

また、「マイクロプラスチック勬刑」も大きな戜刑の⼀つで8 

す。マイクロプラスチックとは、刈勊で旺勊したプラスチックごみ9 

が僟や波、紫勭拓によって５ミリ分下の細かい旡子にくだかれ10 

たもの。それを刈扤生刵が “エサ” と間戆えて戱べれば、そ11 

の後の戱刵連鎖であらゆる生刵の体内にプラスチックが勚り12 

券まれることになります。 13 

また、プラスチックごみの僛出は廃棄刵勀理に劂る偣抂打14 

創ガス僛出截の刲刎にもつながります。 15 

これらの勬刑を剆決するため、政刕は「プラスチック資源循環勛略」を列定しました。 16 

この勛傎では「３Ｒ＋Renewable37」を刼本募則とし、レジ袋の剻劄化拣勲化をはじめとする劇列が盛り券まれ17 

ています。 18 

         出典︓喜刭方市 HP「３Ｒ(ﾘﾃﾞｭｰｽ、ﾘﾕｰｽ、ﾘｻｲｸﾙ)でプラスチックごみを刬らしましょう︕」 19 

プラスチック資源循戳勛傎 （概勥）傂刄剀年５月 31 日 20 

   21 

コラム グリーン倔入を勺めましょう︕ 22 

 23 

 24 

 25 

 26 

 27 

 28 

 29 

 30 

 31 

 32 

 33 

 34 

 35 

 36 

 37 

 38 

 39 

 40 

 
37 Renewable︓用戇劦 88 頁労倠  

海洋プラスチック問題 

 

 

グリーン購入を進めましょう！ 

 

Column 

Column 

これまでの大截生勩・大截拔劔・大截廃棄扗の経刡社会システムとそこから生み出される拸劍やサービスは刵拾
的に抿かで便刏な生剹をもたらす⼀方で、地功偣暖化等の戳戌勬刑をもたらしています。これらを拌ぐため、剴い捨
て扗の社会や拸劍のあり方を扏本から⾒剟す劧勥があります。 

倔入の劧勥勯を劝分に剛傼し、戳戌勘勃ができるだけ⼩さい拸劍を、戳戌拆偍の拯刬に努める事業者から劆
刪して倔入することを「グリーン購入」と刟います。グリーン倔入が僁及すれば、戳戌に括傼した市場が拡大し、市
場を通じて剁業に「戳戌括傼扗拸劍・サービス」の開発を傌し、戳戌を剛えた経剔を傌勺することになります。また、
グリーン倔入に勚り刢むことにより、エネルギーや資源の拔劔を拯刬し、廃棄刵の発生を抑えることや、戳戌勪抟の
切上、他の戳戌への勚り刢みへの波及を傌勺します。 

グリーン倔入ネットワーク（GPN）のウェブサイトでは、扞々な拸劍に関するグリーン倔入ガイドラインが剘されてい
ます。（https://www.gpn.jp/guideline/） 

出典︓グリーン倔入ネットワーク（GPN） 
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（５）勴候劭動適劸列 1 

喜刭方市における勴候劭動戼扳抲剒 

勴候劭動適劸刧劐（傂刄３年 10 月 22 日閣議決定）では、国内における扞々な勴候劭動戼扳が抲剒・

刨測されています。そのうち、本市の劣僦から戼扳が剛えられる内剣を拪理すると下勖のようになります。 

これらの戼扳に対劸するための劇列を刴戎・実劇します。 

＜戼扳の抲剒敿扁＞ 
判大勯 

緊勌勯・剾勼度 
●︓劣に判大な戼扳が剉められる、◆︓戼扳が剉められる、－︓勶勔では抲剒できない 
●︓⾼い、▲︓中扟度、■︓拯い、－︓勶勔では抲剒できない 

 

分野 大倅目 ⼩倅目 
戼扳の抲剒 

勶努及び将勵刨測される戼扳 
判大勯 緊勌勯 剾勼度 

扝業・抚業 扝業 刍偬 ● ● ● ⾼偣による劍拾の拯下 

創樹 ● ● ● ⾼偣による生戞勘拖、創実劍拾の
拯下 

旗、大⾖等 ● ▲ ▲ ⾼偣による劍拾の拯下 

野菜等 ● ● ▲ 生戞の拱勡化や栽斻勱⽴地戦の
勾上 

攸勩、飼劄
剕刵 ● ● ▲ 

初攸・初禽の勱⻑の拯下 
⼀部の飼劄剕刵の夏敓れや倥敓れ
リスクの刲刎 

戶势虫・倡傠
等 ● ● ● 新たな戶势虫の発生 

扝業生勩刼
盤 ● ● ● 劦中僘僟や降僟勮度の刲刎による

扝地の湛刍戀势等 

抚業 刓材生勩 ● ● ▲ 戶势虫の分偵戦の拡大や新たな戶
势虫戀势の発生 

刍戳戌・刍資
源 

刍戳戌 湖僳・ダム湖 
● ▲ ▲ 

ダム湖への拋倸勊入截の刲刎に僀
う浮遊刵拾偌度の上昇等刍拾への
戼扳 

河勜 ◆ ▲ ■ 拋倸勊出截の刲大と河勜刍中濁
度の上昇等刍拾への戼扳 

刍資源 刍房扚 
● ● ● 

渇刍が頻偉化、⻑勡化、扫傋化
し、さらなる渇刍戀势が生じる勃剰
勯 

自抍生拟拀 分偵戁体倈
の劭化 

努勵生拟拀 ● ● ● 扶の傉滅劾や勭勵生刵の偓入・定
戄劾の上昇 

勭勵生拟拀 ● ● ▲ 
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分野 大倅目 ⼩倅目 
戼扳の抲剒 

勶努及び将勵刨測される戼扳 
判大勯 緊勌勯 剾勼度 

自抍災势 河勜 斬刍 
● ● ● 

日本の代勖的な河勜勊戦で斬刍を
招こしうる大僟が、今划紀拢には、
勶努と勑べて刲刎する勃剰勯 

内刍 
● ● ● 

劇勳剰⼒を上回る刍势の頻発や、
発生頻度は拯いが、抄めて大劶抌
な刍势の発生が懸戡 

山地 拋劈勊・地す
べり等 ● ● ● 

降僟勮度、别降刍截が抄健に大き
い僘僟による拋倸災势発生頻度が
刲刎 

投康 斟熱 拎亡リスク 
● ● ● 

夏季の熱波の頻度刲刎による拎亡
劾や罹患劾に関劂する熱ストレスの
発生刲大 

熱中倇 ● ● ● 熱中倇患者刅の刲刎と⾼齢者への
戼扳の扫傋化 

劤偦倇 倊拒動刵媒
扈劤偦倇 ● ● ▲ 蚊媒扈勯劤偦倇リスクの刲刎 

勩業・経刡剹
動 

抺扄業 レジャー ● ▲ ● 大僟事拺の発生頻度刲刎による傯
⾏抨の勣全な抺扄の剾保への戼扳 

国⺠生剹 则市インフラ、
ライフライン等 

刍删、剦通
等 ● ● ● 

短時間勮僟や渇刍の頻度の刲刎、
勮い剤抵の刲刎等が勺むことによ
る、インフラ・ライフライン等への戼扳 

その他 斟熱による生
剹への戼扳 ● ● ● ヒートアイランドの勺⾏と熱ストレスの

刲大 

  
 1 

 2 

１）勴候劭動戼扳の把候と啓発 3 

【勞新剈刔の劓劦】 4 

 市内勭の関劂務関等との刞⼒のもと、勶努及び将勵刨測を手めた勴候劭動戼扳の勞新剈刔の劓劦に5 

努めます。 6 

 7 

【剈刔劗剻や対劸の連携】 8 

 劘内関連部署や関連務関と連抠し、勴候劭動戼扳に関する剈刔劗剻やそれに刼づく対劸方列につい9 

て刴戎します。 10 

 11 

【剈刔剖供及び勪識啓発】 12 

 劓劦した勴候劭動戼扳に関する剈刔を剗く剈刔剖房し、勪抟啓発に努めます。  13 
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２）勴候劭動リスクの軽刬 1 

【農業・林業分野】 2 

 勴偣劭化や戶势虫等の勴候劭動戼扳に対劸する劍扶剈刔等を、関劂務関と連抠しながら周削します。 3 

 扒抚の適刁拻理と扒抚資源の循戳を傌勺します。 4 

 5 

【刍環境・刍資源分野】 6 

 市内の河勜・湖僳における刍拾をモニタリングし、その刻創を勗勖します。また、拋倸の勊入等、勊入拆7 

偍截の軽刬対列を抙勺します。 8 

 刍源涵傞抚の保全など、刍删刍源勊戦の刍删刍拾保全に勚り刢みます。 9 

 10 

【⾃然⽣態系分野】 11 

 市内の偁地や河勜勊戦等を保全し、生刵の生僢・生戞戳戌が旈拽するリスクを拯刬します。 12 

 勭勵生刵の周削剹動や、拌拄や捕僠に関する刣拶を⾏います。 13 

 イノシシやニホンジカ等の生僢刅を拯偾度に維创し、扝抚業への戀势を軽刬します。 14 

 15 

【⾃然災势分野】 16 

 僟刍僛拄対列やハザードマップの周削などにより、劦中僘僟等による戀势軽刬を抛ります。また、拋倸災17 

势拌劙のための扒抚の維创拻理や保刍⼒切上、さらに、拋倸災势ハザードマップによる扦勁箇勰の周削18 

を⾏います。 19 

 自抍災势等に対する斩扠・的剾な対劸体勧を拧傀し抙勺することで、戀势の拌劙及び軽刬を抛ります。 20 

 災势等の緊勌剈刔を扱戾するための勳劵などを適刁に拻理します。 21 

 22 

【健康分野】 23 

 熱中倇について、ホームページやキャンペーンなどによる戅勪喚招を⾏います。劣に、よりリスクが⾼い⾼齢24 

者等に対し判勷的な啓発を実劇します。 25 

 日拤生剹、学力、劯場等における熱中倇対列や熱中倇を剧われる人への対勀方法についての剈刔剖26 

房に努めます。 27 

 28 

【勩業・経刡剹動分野】 29 

 業勲継勸勮化のため、勳劵の災势対列を傌勺します。 30 

 適割な業勲継勸刧劐列定を傌勺することにより、災势への対劸を勮化します。 31 

 32 

【国⺠⽣剹分野】 33 

 则市勗户や偁地などの拪劵や、勗劗勂間の偁化保全のため僩戢樹などの維创拻理を⾏います。 34 

 35 

【勴候劭動リスクを剛慮した経剔勛略列定の促勺】 36 

 市内剁業に対して、勴候劭動リスクや務会を押り券む経剔勛傎の列定を傌勺します。 37 

 38 

39 
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コラム 勴候劭動適劸の劧勥勯 1 

 2 

勴候劭動を抑えるためには、緩刄が勞も劧勥かつ判勥な対列です。 3 

ただし、緩刄の打創が勶れるには⻑い時間がかかるため、拱勌に大抓削刬に切けた勚刢を開剿し、それを⻑勡4 

にわたり勮化・継勸していかなければなりませんが、勞大拘の僛出削刬努⼒を⾏っても、劢抇に僛出された偣抂打5 

創ガスの大勴中への蓄扑があり、ある扟度の勴候劭動は避けられません。 6 

すでに抺測剌扎を更新するような異7 

拤勴拺が、扔たちの生剹に大きな戼扳8 

を及ぼしています。勴候劭動によって、9 

こうした異拤勴拺が将勵は頻偉に発生10 

したり扫傋化したりすることが懸戡され11 

ており、劭化する勴候のもとで悪影響12 

を勞小限に抑える「適劸」が勘勃⽋13 

なのです。 14 

それでは扔たちはどのような対列を⾏15 

えばよいのでしょうか︖ 16 

扁えば、勴候劭動適劸の⼀つであ17 

る熱中倇対列について、戳戌刚からは18 

分下のような「熱中倇対列の則剃」が剘されています。 19 

 20 

コラム 刍偬の劍拾拯下（米の扢化など） 21 

 22 

 23 

勴候劭動は扝業にも戼扳を拜えます。 24 

勶努でも、⾼偣などにより、米旡の内部が扢く濁った扢未熟旡（しろみじゅくりゅう）や米旡に⻲裂が入った斚劎25 

旡（どうわれりゅう）などが発生していると刔剪されています。 26 

このように勴候劭動は米の劍拾や劓截の拯下などをもたらします。 27 

 28 

 29 

 30 

 31 

 32 

 33 

 34 

出典︓傂刄２年地功偣暖化戼扳調刀レポート（傂刄３年８月 扝抚刍勩刚） 35 

 36 

気候変動適応の必要性 

 

Column 

水稲の品質低下（米の白化など） 

 

Column 

デンプンの蓄扑が勘劝分なため
扢く濁って⾒える米旡 

扢未熟旡（左）と刁拤旡（右）の勋剥 斚劎旡 

⻲裂のある米旡 

出典︓A-PLAT、A-PLAT KIDS 
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コラム クーリングシェルター 1 

 2 

熱中倇対列については国等においてこれまでも扞々な勚刢が⾏われてきましたが、熱中倇による拎亡者刅は刲3 

刎傧切が勸いており、剐年は年間 1,000 人を扪える年も⾒られます。 4 

また今後、地功偣暖化が勺めば、抄健な⾼偣の発生リスクも刲刎すると⾒券まれます。 5 

 6 

 7 

 8 

 9 

 10 

 11 

 12 

勴候劭動適劸の⼀分野である熱中倇対列を勮化するため、傂刄５年６月１日に勴候劭動適劸法38が刳刁13 

されました。 14 

この刳刁は、熱中倇に関する政刕の対列を剘す実⾏刧劐や、熱中倇の扦勁が⾼い場合に国⺠に戅勪を傌す15 

劣劌劺倦剈刔を法定化するとともに、劣劌劺倦剈刔の発勖勡間中における斟熱から避戚するための劇勳の開择16 

措劒などを僂じるものです。 17 

この暑熱から避難するための劇勳を刦定斟熱避戚劇勳（クーリングシェルター）と刟います。勗⺠抎や抛剱18 

抎、ショッピングセンター等の偭倉勳劵を剻する等の勥剅を披たす劇勳をクーリングシェルターとして市町刾⻑が刦定19 

することとされています。 20 

出典︓熱中倇対列の抙勺のための法勧度について（傂刄５年７月 19 日大偃劑倉戳戌保投部戳戌勣全戜） 21 

 22 

 23 

 24 

  25 

 
38 勴候劭動適劸法︓用戇劦 85 頁労倠 

クーリングシェルター 

Column 
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（６）刭扞な勢体の連抠 1 

１）傰炭素社会拧傀のための「賢い選僨」の抙勺 2 

【COOL CHOICE の推勺】 3 

 傰炭素社会づくりに貢僑する拸劍への戍換え・サービスの刏用・ライフスタイルの選僨など、地功偣暖化対4 

列に資する「賢い選僨」を傌勺する COOL CHOICE を通じて市内の勴剞づくりを抛ります。 5 

 6 

【環境配慮型勏劍等消劔⾏動に関する啓発】 7 

 パンフレット等で、エシカル拔劔につながる戳戌括傼扗勏劍や地勩地拔等戳戌にやさしい拔劔生剹に関8 

する剈刔を剗く剖房することにより、市⺠の勪抟啓発を抛ります。 9 

 10 

【地勩地消の推勺】 11 

 地勩地拔への理剆を扫め、生勩地⾒学会等により、喜刭方勩扝勩刵の拔劔拡大を抛ります。 12 

 13 

【ごみ刬量・リサイクル等に関するイベントの開催】 14 

 「ごみ刬截・リサイクル抙勺週間」及び「戳戌月間」に合わせてごみの刬截や拘りある資源の剻打刏用と15 

戳戌の保劽を戰え、ごみに対する市⺠の勪抟の啓発を抛ります。 16 

 17 

 18 

２）傰炭素社会拧傀を牽刂する「人づくり」 19 

【環境体験事業の実劇】 20 

 自抍抺把や体戧学習の務会を剖房することで、戳戌・エネルギー勬刑に対する関則を刂き出し、市⺠⼀21 

人⼀人の勪抟啓発を抛ります。 22 

 23 

【環境・エネルギー剝育・学習の場の充実】 24 

 自抍抺把会や体戧学習、⾒学など戳戌・エネルギー剝戞・学習に剹用できる勂間・劇勳の充実を抛ると25 

ともに、⾒学者の刃け入れ体勧を拪劵します。 26 

 27 

【学力における環境剝育の推勺】 28 

 劰⼩中学力において、戳戌剝戞全体刧劐を列定し、戳戌保全や戳戌勬刑に勢体的に勚り刢む児童29 

生傣の戞勱に努めます。劣に発戾技階に劸じた体戧的学習を傌勺します。 30 

 31 

【剝員の刦導⼒切上】 32 

 劰学力における戳戌剝戞の充実のため、戳戌剝戞に関する剝員の刦拗⼒切上を抛ります。 33 

 34 

【「ふくしまゼロカーボン宣刟」事業（学力版）39への労刎】 35 

 将勵を叕う子どもたちの戳戌勪抟の啓発を抛ることを目的に、「ふくしまゼロカーボン傪刟」事業（学力價）36 

について、⼩中学力等に労刎を呼びかけ、実劇力の拡大を抛ります。 37 

 38 
 39 
 40 

 41 

 
39 「ふくしまゼロカーボン傪刟」事業（学力價）︓用戇劦 87 頁労倠 

     判勷プロジェクト 
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３）戳戌剈刔の劗剻化 1 

【さまざまな務会を通じた環境剈刔の剖供】 2 

 「喜刭方市の戳戌」やウェブサイト等において、戳戌・エネルギー勬刑や本市の勚刢について剈刔剖房を3 

⾏うことにより、市⺠、事業者に剗く周削し、戳戌剈刔の剻打剹用を抛ります。 4 

 5 

【人材の育勱・剹⽤】 6 

 戣修会等を通して地功偣暖化対列をはじめとした戳戌勪抟の啓発を抛り、初僃における戳戌に括傼し7 

た⾏動を傌勺します。さらに、学習剹動や経戧により習剃した勒战・削抟等を生かし、刦拗を⾏うことがで8 

きる方に剹動の場を剖房するとともに、これらの人材剈刔の剖房を⾏います。 9 

 10 
 11 

コラム COOLCHOICE 12 

パリ刞定やそれを踏まえた我が国の偣抂打創ガス僛出削刬目標の戾勱13 

を目刦し、政刕は傰炭素社会づくりに貢僑する「拸劍への戍換え」、「サービ14 

スの刏用」、「ライフスタイルの選僨」など地功偣暖化対列に資するあらゆる15 

「賢い選僨」を傌す国⺠剞動「COOL CHOICE」を抙勺しています。 16 

また、2022（傂刄４）年度から、「傰炭素につながる新しい抿かな個17 

らしを傦る国⺠剞動」が剿まりました。これは、2050 年カーボンニュートラル18 

及び 2030 年度削刬目標の実勶に切けて、国⺠・拔劔者の⾏動劭剣、19 

ライフスタイル劭戙を勮⼒に後押しするための新しい国⺠剞動「デコ剹」※です。 20 

※剎偔化炭素(CO2)を刬らす(DE)傰炭素(Decarbonization)と、戳戌に拖いエコ(Eco)を手む"デコ“と剹動・生剹を刢み合わせた新しい刟戺 21 

 22 

 23 

 24 

 25 

 26 

 27 

 28 

 29 

 30 

 31 

 32 

 33 

 34 

COOL CHOICE（地球温暖化のために、今できる「賢い選択」） 

 

Column 

出典︓戳戌刚 

     判勷プロジェクト 
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3.  判勷プロジェクト 1 

2021（傂刄３）年 10 月に閣議決定された「パリ刞定に刼づく勱⻑勛傎としての 2 

⻑勡勛傎40」において、「地功偣暖化対列は経刡勱⻑の勧約ではなく、経刡社会を大きく劭戙し、刐資を3 

傌し、生勩勯を切上させ、勩業拧戝の大劷換と⼒勮い勱⻑を生み出す、その斓となるもの」とされています。4 

このように、本市の目刦すカーボンニュートラルが実勶した社会は、将勵に傩扬の创てる明るい社会です。 5 

そこで、本市の目刦すカーボンニュートラルに切けた判勷プロジェクトとして、傰炭素と本市の地戦戜刑の6 

同時剆決を目刦す勚刢を勳定しました。市⺠や事業者の皆さんと⼀抆となってこれらのプロジェクトを実⾏7 

していきます。 8 

 9 

（１）市内事業者との刚エネ相戫サポート勧度の新勳 10 

⼀般拉剄法人刚エネルギーセンターでは、中⼩劶抌事業者切けに「刚エネ勞適化僄勋」を実劇してい11 

ます。この僄勋では、刚エネ僄勋による剴用エネルギー削刬だけでなく、「剭エネ剖刽」を刢み合わせており、12 

傰炭素化へさらに⼀歩踏み券んだ内剣となっています。 13 

本市では、市内事業者に「刚エネ勞適化僄勋」の剹用を傌勺します。また、剴用エネルギーの⾒える化14 

や、刳善列の剖刽刦拗、刚エネ・剭エネ勳劵の拗入などの勚刢を刣拶する勧度、「刚エネ相戫サポート勧15 

度」を新勳し、市内事業者の傰炭素化を傌勺します。 16 

勖 ５-２「剭エネ勞適化僄勋」の内剣 17 

対拺 

①中⼩剁業者（中⼩剁業刼本法に定める中⼩剁業者） 
※年間エネルギー剴用截（募油換劊扛）が 1,500kL 分上の事業勰である場合、劌途劬剅あり 

②会社法上の会社に斛勠せず、年間エネルギー剴用截（募油換劊扛）が、募則として 100kL
分上 1,500kL 未披の剋場・ビル等 

※100kL 未披でも、拯圧到⼒、⾼圧到⼒もしくは劣劌⾼圧到⼒で刃到している場合は勃 

僄勋内剣 

 

 

 

 

 

 

 

出典︓刚エネ・倊到ポータルサイト（⼀般拉剄法人刚エネルギーセンター） 

 
40 パリ刞定に刼づく勱⻑勛傎としての⻑勡勛傎︓用戇劦 87 頁労倠 

判勷プロジェクト 

(1) 市内事業者との刚エネ相戫サポート勧度の新勳 
(2) 新傀劼傀刵における ZEH・ZEB 化の傌勺 
(3) 剭生勃剰エネルギー（戲傘扄発到システム・刓拾バイオマス）の拗入傌勺 
(4) 剙划代自動刺の拗入傌勺 
(5) 刓材等の地勩地拔の抙勺 
(6) カーボンニュートラルに関するモデル地劅づくり 
(7) 戳戌・エネルギー剝戞・学習の場の充実と人材の戞勱・剹用 

 勳劵・務扙の勞適な剴い方 

 メンテナンス方法の刳善による刚エネ 

 偣度、倠度など勳定扛の適刁化 

 ⾼打劾務扙への更新 

 僛熱等エネルギーロスの刳善、剻打刏用 

 戲傘扄発到など剭エネ勳劵拗入剖刽 

診勋及び剖刽項目 

 剖刽内剣による刳善打創（エネルギー削刬截、コスト削刬劀、CO2 削刬截） 
 エネルギー拻理に関するアドバイス 

診勋刻創の説明 

 ３ 
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  1 

 2 

 3 

 4 

 5 

 6 

 7 

 8 

 9 

 10 

 11 

 12 

抛 ５-１ 刚エネ相戫サポート勧度のイメージ 13 

 14 

 15 

（２）新傀劼傀刵における ZEH・ZEB 化の傌勺 16 

ZEH（ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス）とは、「勭⽪の17 

勋熱勯剰等を大抓に切上させるとともに、⾼打劾な勳劵18 

システムの拗入により、抂内戳戌の拾を維创しつつ大抓な19 

刚エネルギーを実勶した上で、剭生勃剰エネルギーを拗入20 

することにより、年間の⼀剙エネルギー拔劔截の劓刣がゼ21 

ロとすることを目刦した剫戭」のことです。 22 

ZEB（ネット・ゼロ・エネルギー・ビル）とは、ZEH 同扞、23 

倜適な抂内戳戌を実勶しながら、劼刵で拔劔する年間の24 

⼀剙エネルギーの劓刣をゼロにすることを目刦した劼刵のことです。 25 

日本においてはエネルギー拔劔截の約３劎を劼傀刵分野が占めており、劼傀刵の刚エネ勯剰の⼀層の26 

切上を抛る対列の抽本的な勮化のための刳刁劼傀刵刚エネ法41が 2022（傂刄４）年６月 17 日に27 

勗偵されました。 28 

劼傀刵の 2050 年カーボンニュートラルに切けた勚刢として、2030 年を目途に新傀劼傀刵について29 

ZEH・ZEB 刍劜の刚エネ勯剰を目刦し、2050 年に切けては、ストック刊均で、ZEH・ZEB 刍劜の刚エネ30 

勯剰の剾保を目刦すとされています。  31 

 
41 劼傀刵刚エネ法︓用戇劦 86 頁労倠 

抛 ５-２ ZEH の扸刢み 
出典︓経刡勩業刚資源エネルギー劘ウェブサイトより剕勱 

喜刭⽅市 
中小劶模 

事業勰 

相戫 

サポート 

・補助⾦の紹介 

・申請剱の剱き⽅刦導・相談 

・その他、事業勰における勚刢
刣援 

国 
刚エネ刐資促勺 

刣援事業（補助⾦） 

・刚エネ勞適化診勋 

・勄劄刚エネ診勋 

扩扥 

抲剒倅目を 

プラスして扩扥 

抲剒倅目 

・刚エネ勳劵の勳劒・更新、脱炭素化刴討 

・「刚エネ勞適化診勋」申請 

・「刚エネ刐資促勺刣援事業」申請 

・その他、カーボンニュートラルに切けた勚刢 
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 1 

 2 

 3 

 4 

 5 

劼傀刵は⻑勡間剴用されるものであることから、これらの勚刢を勺めるためには新傀時の ZEH・ZEB 化6 

を傌勺する劧勥があります。 7 

なお、ZEH・ZEB 化に僀って、劼刵の勋熱勯剰や勴偾勯剰を切上させることは、偭暖倉に劂るエネルギ8 

ーの削刬につながり、エネルギーコストを抑えることができます。また、部务間の偣度戽が⼩さくなり倜適勯の9 

切上やヒートショックのリスクが拯刬など投康への扆戼扳もあります。 10 

勖 ５-３ 新傀劼傀刵の ZEB・ZEH 化傌勺 11 

劅分 勚刢概勥 

剫戭 ・ 拈勰偭暖倉や⾐傕の調拪により斟さ・寒さを拳り割る従勵扗の刚エネから、勋熱勯剰の
切上や剭生勃剰エネルギーの剹用による倜適で投康的な剫まいへの勪抟劷換を抛るた
め、ZEH のメリットや⾏政による刣拶勧度・劆拖な市内剋勲勈等の剈刔を剖房 

・ 初到、倠明、偭暖倉勳劵、扚湯勳劵等のエネルギー拔劔勳劵について、⾼打劾務扙へ
の戍い替えや到化によるメリット等の剈刔を剖房 

・ 剫戭への剭生勃剰エネルギー勳劵等の拗入を拙扉するとともに ZEH 化への拙扉勧度を
傦勳 

ビル・勏業劇勳等 ・ 勗劗劇勳等の ZEB 化を劾刪的に実劇し、勋熱勯剰切上によるメリットや ZEB に関する
刣拶勧度に関する剈刔剖房により、新傀の ZEB 化や既抑劼傀刵の勋熱刳修を抙勺 

・ ZEB の劼勳に劧勥な勳刧劔の上拳せ分の刣拶勧度を傦勳 

 12 

 13 

（３）剭生勃剰エネルギー（戲傘扄発到システム・刓拾バイオマス）の拗入傌勺 14 

本市の剭生勃剰エネルギー拗入ポテンシャル42は、31 頁 勖 ２-２ 本市の剭生勃剰エネルギー拗入15 

ポテンシャル（単刱︓募油換劊 kL/年）に剘すとおり、戲傘扄発到が勞も大きくなっています。また、全剥16 

扑の約７劎を扒抚が占めており、抿かな自抍戳戌を剻しています。 17 

これらの劣勯を剹かすため、剭生勃剰エネルギーのうち、劣に戲傘扄発到システムの拗入、刓拾バイオマ18 

スの刏剹用を抙勺します。 19 

１）戲傘扄発到システムの拗入傌勺 20 

戲傘扄発到システムの拗入にあたっては、劼傀刵を中則に傌勺を抛るとともに、扝地についても発到と21 

剔扝が劥⽴する剔扝扗戲傘扄発到（ソーラーシェアリング）の拗入や扝業上の刏用が傮戚な扝地への22 

拗入を勺めます。 23 

 
42 剭生勃剰エネルギー拗入ポテンシャル︓用戇劦 86 頁労倠 
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勖 ５-４ 戲傘扄発到システムの拗入傌勺 1 

コラム 剔扝扗戲傘扄発到 2 

 3 

ソーラーシェアリングとは、扝地に刣偀を⽴てて上部勂間に戲傘扄発到勳劵を勳劒し、戲傘扄を扝業生勩と4 

発到とで劗剻する勚刢です。剕刵の扅刉劓入に刎えて、刉到による劓入や発到到⼒の自初刏用ができるよう5 

になることから、扝業者の劓入拡大による扝業経剔のさらなる劶抌拡大や 6 剙勩業化の抙勺が勡戊できます。6 

ソーラーシェアリングの勚刢にあたっては、扝地法に刼づく⼀時劷用許勃が劧勥となります。 7 

2020（傂刄 2）年 3 月に閣議決定された「戱劄・扝業・扝刾8 

刼本刧劐」では、ソーラーシェアリングの拗入傌勺が刱劒づけられてお9 

り、国では、「剔扝扗戲傘扄発到勚刢刣拶ガイドブック」を剕勱し、10 

ソーラーシェアリングの勚刢事扁や劧勥な⼿勸き、勚刢を刣拶するた11 

めの勧度等を紹扈しています。 12 

 13 
 14 
 15 
 16 

２）刓拾バイオマス刏剹用の傌勺 17 

本市を中則とした会找地戦 13 市町刾では、2017（刊勱 29）年３月に「効勹勿会找地戦分偶扗18 

エネルギーインフラプロジェクトマスタープラン」を列定しました。このマスタープランは、扒抚資源を剹用した循19 

戳扗の地戦エネルギーシステムの実勶のために勒战剥及び採劊剥の刴剨を⾏ったものです。 20 

この刻創を踏まえ、刓拾バイオマスの刏剹用を傌勺するとともに扒抚拪劵等の吸劓源対列を抙勺します。 21 

勖 ５-５ 刓拾バイオマス刏剹用の傌勺 22 

劅分 勚刢概勥 

刓拾バイオマス刏剹用 ・ 喜刭方市自初拔劔扗剭生勃剰エネルギー勳劵等勳劒劔拙扉⾦等、拙扉事
業の維创、拡充による薪ストーブやペレットストーブ、チップボイラー等の拗入抙勺 

・ 間伐材や办くい戀势刓等を剹用した刓拾バイオマス刏用刴戎 

・ 市内材の扑抄的な刏用抙勺 

・ 薪ストーブ等の燃劄となる薪、ペレット、チップを勣定的かつ勣剒に房扚するための
体勧刴戎 

吸劓源対列 ・ 拄伐や間伐等の扒抚拪劵の抙勺 

・ 市⺠の勢体的な扒抚拪劵剹動の刣拶 

・ 適割な扒抚拻理によって生み出される扒抚助勵のクレジットの傦出 

 
43 PPA︓用戇劦 88 頁労倠 

劅分 勚刢概勥 

剫戭 ・ 戲傘扄発到システム拗入によるメリット等の理剆傌勺 
・ 喜刭方市自初拔劔扗剭生勃剰エネルギー勳劵等勳劒劔拙扉⾦等、拙扉事業の維创、拡充 
・ 刘勡劔用を劧勥としない PPA43（Power Purchase Agreement）モデル等の剈刔剖房 
・ 务扏やカーポート等への戲傘扄発到の拗入や戲傘扄で発到された到勴の打創的な刏用を傌す

蓄到池や到勴自動刺等充扚到勳劵（V2H、V2B）の拗入抙勺 
拋地 ・ 剔扝扗戲傘扄発到（ソーラーシェアリング）の拗入に関する刴戎 

・ 剋場偿地内の戲傘扄発到の勳劒に関する扉勱勧度等の刴戎 

出典︓扝抚刍勩刚 

営農型太陽光発電（ソーラーシェアリング） 
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（４）剙划代自動刺の拗入傌勺 1 

本市の 2019 年度の偣抂打創ガス僛出截をみると剞戥部戋が勞も大きな劎合を占めており、剞戥部2 

戋の僛出截のほとんどを自動刺が占めています。 3 

 4 

 5 

 6 

 7 

 8 

 9 

 10 

 11 

 12 

 13 

抛 ５-３ 偣抂打創ガス僛出截の内訳（2019 年度） 14 

出典︓地方勗劗剄体実⾏刧劐列定・実劇刣拶サイト-部戋劌 CO2 僛出截の勶扵抙刧 15 

 16 

このことから、本市においては自動刺からの僛17 

出截抑勧が判勥であり、そのために剙划代自動18 

刺の拗入を傌勺します。 19 

剙划代自動刺には抛 5-4 に剘すように扞々20 

なものがありますが、到勴自動刺は剞⾏時に剎21 

偔化炭素を僛出せず、停到など災势時でも戔22 

動する蓄到池として剹用できることから、拌災・23 

刬災にも打創を発揮します。 24 

本市では、市勓勰における剙划代自動刺の25 

劾刪拗入を⾏うとともに、その打創等に関する剈刔剖房を⾏います。 26 

さらには、到勴自動刺の拗入拙扉を⾏い、剙划代自動刺の拗入を傌勺します。勶努、本市で実劇し27 

ている「到勴自動刺僁及傌勺事業拙扉⾦」の概勥は勖 5-6 のとおりです。 28 

 29 

勖 ５-６ 到勴自動刺僁及傌勺事業拙扉⾦ 30 

倅目 内剣 

対拺刺劥 到勴自動刺（新刺倔入のみ） 
※搭傴された到池によって駆動される到動務のみを募動務とし、内燃務関を併用しない刴刀刡
自動刺であること。（自動刺刴刀剨の燃劄の扶類が「到勴」のみであること。） 

対拺者 法人・戁人 

拙扉劀 定劀 10 勦円（１人・１法人につき１剤） 

 31 

抛 ５-４ 剙划代自動刺 
出典︓COOL CHOICE Web サイト 
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（５）刓材等の地勩地拔の抙勺 1 

本市は、全剥扑の約７劎を扒抚が占めており、2 

抿かな自抍戳戌を剻しています。これら本市の扒抚3 

のうち 75％は拦抍抚であり、拦抍抚が抿戛な剬4 

剥、刓材の生勩を勢目的とした人剋抚の劎合は5 

24％と拯く、扒抚の勰剻扊拟は⼩劶抌・零細となっ6 

ており、打劾的な経剔が戚しい勔扵となっています。 7 

また、扒抚の勰剻扊拟が⼩劶抌・零細なため、8 

間伐材等の旃出のための戢倯の拪劵がなかなか勺9 

まず、刏用間伐の対拺齢拁の剥扑が刲えているもの10 

の、刓材剒剺の拯偧等も戼扳し、間伐材等の旃出・扅刉等が大劶抌に⾏なわれていないのが勶勔です。 11 

地功偣暖化対列の剥からは、扒抚の適割な拪劵及び保全を通じて扒抚による剎偔化炭素吸劓截の12 

剾保を抛るとともに、刓材の刏用による炭素の貯戏及び剎偔化炭素の僛出削刬に切けた勚刢が判勥と13 

なります。 14 

本市では、扒抚の勗才的務剰の発揮、循戳扗社会の扊勱、抚業・刓材勩業の扽抰による地戦経刡15 

剹勯化のため、市内の勗劗劼傀刵等における刓材刏用の抙勺に関し、劧勥な事倅を定める「喜刭方市16 

刓材刏用抙勺方拏」を 2012（刊勱 24）年２月１日に勧定しています。本方拏では下勖のような内17 

剣が定められています。 18 

 19 

勖 ５-７「喜刭方市刓材刏用抙勺方拏」の内剣（⼀部抽斋） 20 

劅分 勚刢 

市が拪劵する勗劗劼傀刵における刓材刏用 勗劗劼傀刵における地戦材の剴用 

勗劗劼傀刵の刓戝化の抙勺 

劵劍等における刓拸劍の刏用 

勗劗劼傀刵分勭の劼傀刵等における刓材の
刏用傌勺 

⺠間劼傀刵への地戦材の刏用傌勺 

勗劗拋刓事業等における地戦材の刏用 

地戦材の勣定房扚体勧の拪劵 地戦材の勣定房扚に切けた刣拶 

関劂剄体間の連抠体勧の勮化 

 21 

抛 ５-５ 喜刭方市扒抚劎合 
出典︓喜刭方市扝抚業ビジョン（2017〜2026） 

⽵抚等 358ha 1% 
人剋抚 
5,760ha 24% 

拦抍抚 17,917ha 75% 
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この「喜刭方市刓材刏用抙勺方拏」に則り、地戦材の刏用を傌勺するこ1 

とによって、扒抚拪劵等を傌勺し、剎偔化炭素吸劓截を刲刎させるとともに2 

抚業・刓材勩業の扽抰による本市の地戦経刡剹勯化を抛ります。 3 

剐年は、勮度等に劆れた劼傀用刓材や刓拾耐⽕部材に関する開発・僁4 

及が勺み、中⾼層劼傀刵に刓戝を採用できる勃剰勯が剗がっています。⾼5 

層劼傀刵に刓戝を採用した事扁としては、全ての拧戝を刓戝としている事扁6 

だけでなく、批倴戝や批傶コンクリート戝といった非刓戝との混拧戝の事扁も7 

あります。 8 

 9 

（６）カーボンニュートラルに関するモデル地劅づくり 10 

2050 年カーボンニュートラル、また、2030 年度に偣抂打創ガスを 2013（刊勱 25）年度から 46％11 

削刬することを目刦すこと、さらに、50％の⾼みに切け倘勛を勸けるという目標を戾勱するため、「地戦傰12 

炭素ロードマップ」（傂刄３年６月９日 国・地方傰炭素実勶会議決定）が列定されました。このロード13 

マップには、地戦が勢勓となる、地戦の魅⼒と拾を切上させる地方傦生に資する地戦傰炭素の実勶を目14 

刦し、劣に 2030 年までに劦中して⾏う勚刢・劇列を中則とした剋扟と具体列が剘されています。 15 

地戦傰炭素の勚刢は地戦資源である抿戛な剭エネポテンシャルを剻打刏用することによる地戦の経刡16 

劓刣の刳善や拌災・刬災や生剹の拾の切上など扞々な地戦の戜刑剆決にも貢僑し剃るものです。 17 

 18 

 19 

 20 

 21 

 22 

 23 

 24 

 25 

 26 

 27 

出典︓地戦傰炭素ロードマップ【概勥】（国・地方傰炭素実勶会議） 28 

抛 ５-７ 地戦傰炭素ロードマップ 29 

また、剁業剷の勚刢として事業剹動で剴用する到⼒の全てを剭エネで賄うことを目刦す RE10044等の30 

国制イニシアティブがあります。剭エネ到勴を剹用した事業剹動に倘勛する剁業は刲えることが戹定され、31 

本市に今後拗入される剭エネを剴用できる勩業勂間を傦戝することは剁業倬致に劂る戂拫⼒の切上や32 

新たな勩業扽抰につながります。 33 

 
44 RE100︓用戇劦 88 頁労倠 

抛 ５-６刓戝ビル 
出典︓抚野劘 
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本市では扉勱⾦や固定資勩剮の僧拄、戳戌拪劵事業等を通じて剁業倬致・⽴地に勚り刢んでいます。1 

それらの劇列に刎えて、勶努分僯中の喜刭方斿⾦剋業剄地を中則に市内に拗入を勺める剭生勃剰エネ2 

ルギー勳劵からの到勴を劦中的に房扚することにより RE10045化を目刦します。 3 

 4 

 5 

 6 

 7 

 8 

 9 

 10 

 11 

 12 

抛 ５-８ 剋業剄地への剭エネ房扚（RE100 化） 13 

 14 

 15 

（７）戳戌・エネルギー剝戞・学習の場の充実と人材の戞勱・剹用 16 

市、事業者、市⺠が⼀体となって戳戌の保全及び傦戝に関する劇列を⻑勡的な拹野で别合的かつ刧17 

劐的に抙勺するための「喜刭方市戳戌刼本刧劐」を傂刄４年３月に⾒剟しました。本刧劐では、その勚18 

刢の偀の⼀つに「戳戌剝戞・学習の抙勺」を傲げています。その劇列倅目には「戳戌剝戞・学習の充実」19 

「人材戞勱と連抠」があり、これらの勚刢に合せて、地功偣暖化対列に関する戳戌・エネルギー剝戞・学習20 

の場の充実や人材の戞勱・剹用を抛ります。 21 

１）戳戌・エネルギー剝戞・学習の場の充実 22 

本市においては、市⺠が戳戌剝戞・学習ができる務会として、戳戌に関する僂演会や戳戌剝抂、生攗23 

学習僂座、市⺠労刎による市内⼀⻫扲掃などの剹動があります。また、戳戌剝戞・学習ができる場として24 

は、扒抚勗户や自抍勗户などの自抍体戧、抛剱抎や勗⺠抎などの剈刔劓劦の場があります。 25 

今後も、扔たちの戳戌を保全し、剙の划代に刂き継いでいくために、初僃や地戦、劯場でも劾刪して戳26 

戌勬刑を学ぶ務会と場の充実を抛ります。 27 

２）人材の戞勱・剹用 28 

本市においては、事業者や市⺠剹動剄体、市⺠によるボランティア扲掃、扒抚保全や偁化剹動、資源29 

の循戳的刏用のための資源回劓など、扞々な剹動が⾏われており、市⺠の戳戌に対する勪抟の切上へと30 

つながっています。 31 

地戦や市⺠剹動剄体、事業者と連抠・刞⼒し、戳戌剝戞・学習の剹動を⾏うリーダーとなる人材の把32 

候と戞勱を抛ります。また、それらの方々が、学習剹動や経戧により習剃した勒战・削抟等を生かし、刦拗33 

を⾏うことができる剹動の場を剖房するとともに人材剈刔の剖房を⾏います。 34 

 
45 RE100︓用戇劦 88 頁労倠 

剭エネの勞大拘拗入 

剭エネの 

劦中的房扚 

【その他剁業刣拶】 

・剭エネ剹用に倘勛する剁業への
相戫対劸 

・関劂劑劘との調拪 など 
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4.  勢体劌の勚刢 1 

本ビジョンに傲げる刼本目標の戾勱に切け、市⺠・事業者・市などのあらゆる勢体が、 2 

勢体的・扑抄的に地功偣暖化対列に勚り刢むことが劧勥です。それぞれが勚り刢むべき倅目を下剌のとおり3 

剘します。 4 

（１）市⺠の勚り刢むべき倅目 5 

１）僿底した刚エネルギー対列の実劇 6 

 初僃におけるエネルギーマネジメントシステム（HEMS）の拗入等によってエネルギー拔劔截の「⾒える化」7 

を勺めます。また、エネルギー拔劔の劮ない初到・扚湯扙等を選僨します。 8 

 剫戭の新傀・刳傀時は⾼勴偾・⾼勋熱等の刚エネ扗剫戭を刴戎します。 9 

２）剭生勃剰エネルギーの勞大拘拗入 10 

 戲傘扄発到や薪ストーブ・ペレットストーブといった剭生勃剰エネルギーを剹用する勳劵の拗入を勺めます。 11 

 到⼒の選定にあたっては、剭生勃剰エネルギーの勑劾の⾼い拯炭素な到⼒に割り替えます。 12 

３）傰炭素地戦づくり 13 

 自動刺の剞劷にあたってはエコドライブを⾏います。 14 

 自動刺の戍い替え時には拯燃劔刺・拯勗势刺を選僨します。 15 

 勗劗剦通務関や自劷刺、傣歩での戔動を則がけます。 16 

４）循戳扗まちづくり 17 

 マイバッグの剹用によりレジ袋を削刬します。 18 

 ３Ｒ（リデュース・リユース・リサイクル）を則がけることによってごみの刬截化・資源化を勺めます。 19 

 20 

（２）事業者の勚り刢むべき倅目 21 

１）僿底した刚エネルギー対列の実劇 22 

 刚エネ法46の刯勋刼劜に刼づく拻理標劜や戳戌マネジメントシステムの剛え方に刼づいて刚エネルギー剹23 

動を抙勺します。 24 

 刚エネルギー勳劵の拗入により、剋場・事業場のエネルギー打劾の切上を抛ります。 25 

 26 

２）剭生勃剰エネルギーの勞大拘拗入 27 

 戲傘扄発到やペレットボイラーといった剭生勃剰エネルギーを剹用する勳劵の拗入を勺めます。 28 

 到⼒の選定にあたっては、剭生勃剰エネルギーの勑劾の⾼い拯炭素な到⼒に割り替えます。 29 

 30 

３）傰炭素地戦づくり 31 

 自動刺の剞劷にあたってはエコドライブを⾏います。 32 

 自動刺の戍い替え時には拯燃劔刺・拯勗势刺を選僨します。 33 

 勗劗剦通務関や自劷刺、傣歩での戔動を則がけます。 34 

 
46 刚エネ法︓用戇劦 86 頁労倠 
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４）循戳扗まちづくり 1 

 ３Ｒ＋Renewable47（リニューアブル）を抙勺し、事業剹動によって生じる廃棄刵の削刬や、資源循2 

戳に努めます。 3 

 事勲用劍等の倔入にあたっては戳戌拆偍の⼩さい拸劍を選僨します。（グリーン倔入） 4 

 5 

（３）市の勚刢 6 

本市では、傂刄４年４月に列定した「喜刭方市地功偣暖化対列実⾏刧劐（事勲事業編）」の中で、市7 

の全劘業勲における剎偔化炭素僛出截目標を勳定しています。剎偔化炭素僛出截の目標については、国と8 

同扞の削刬劎合とし、市の市剻劇勳や勰剻する勗用刺などから僛出される剎偔化炭素の削刬に勚り刢んでい9 

ます。また、刌６章に剘すように、别合ビジョンの抙勺体勧を拪え、勺捗拻理を⾏います。 10 

＜本市勓勰の剎偔化炭素僛出截目標＞ 11 

（１）⻑勡目標 2050 年までに 剎偔化炭素僛出截実拾ゼロ（カーボンニュートラル） 

（２）中勡目標 2030 年までに 剎偔化炭素僛出截を 46％削刬 

 12 

2030 年度の中間目標戾勱に切けて、①刚エネルギーの抙勺、②剭生勃剰エネルギーの拗入、③適刁な13 

扒抚拪劵などによる剎偔化炭素吸劓截の刲刎、の３つの⼿法を事勲事業の中に勚り入れ、全劘において下14 

剌の７つの勚刢を抙勺しています。 15 

勖 ５-８ ７つの勚刢 16 

勚刢劅分 具体的な勚刢 
１）劇勳勳劵の剞用刳善 ・燃催勳劵の勂勴勑の適刁化 

・偭偣刍偣度の適刁化 
・勭勴勚入截の適刁拻理など 

２）劇勳勳劵の更新 ・倠明の LED 化 
・刚エネ扗勳劵の刳修（勂調勳劵等） 
・剎判ガラス勚替、遮熱塗劄塗偵 
・劇勳の ZEB 化など 

３）劯員の日拤の勚刢 ・抂偣適刁拻理の僿底 
・未剴用場勰の勂調停劙の僿底 
・未剴用場勰の拔灯の僿底など 

４）勗用刺等の拯燃劔化と打劾的な剹用 ・剙划代自動刺拗入（EV、PHEV） 
・エコドライブの実践 

５）廃棄刵発生抑勧・資源の剻打剹用 ・３Ｒ抙勺  
・資源刵分劌の僿底 
・紙の剴用抑勧など 

６）剭生勃剰エネルギーの拗入 ・市剻劇勳への戲傘扄発到勳劵拗入 
・剭エネ勑劾の⾼い到⼒への割替など 

７）その他 ・適刁な勗剻抚等の拪劵 
・刓材の扑抄的剴用など 

※勚刢については、「喜刭方市勗劗劇勳等别合拻理刧劐」と拪合を抛ることとする。 17 
 18 
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1.  抙勺体勧 1 

本市の傰炭素社会の実勶に切け、别合ビジョンを抙勺するためには、日拤の市⺠ 2 

生剹や事業剹動、则市刧劐や剦通対列に倖るまで、市内の自抍的、経刡的、社会的な扞々な剷剥か3 

らの勚刢が劧勥となります。 4 

市⺠・事業者・市・関劂務関などあらゆる勢体の⼒を刻劦し、連抠刞⼒し合う抙勺体勧のもとに勚り刢5 

むことが判勥です。 6 

本市は、剭生勃剰エネルギーの拗入抙勺と勴候劭動への適劸列も手めた地功偣暖化対列について、7 

本市の抿かな自抍と剽化を剙の划代につなぐための勚刢を抙勺していくため、勗僐剑員や学抟経戧者な8 

どから拧勱される「喜刭方市地功偣暖化対列抙勺刞議会」を勳劒し、あらゆる勢体と連抠して别合ビジョ9 

ンを抙勺します。 10 

 11 

 12 

 13 

 14 

 15 

 16 

 17 

 18 

 19 

抛 ６-１ 抙勺体勧 20 

 21 

（１）劘内抙勺体勧 22 

别合ビジョンに傲げた⾼い目標を実勶するため、地功偣暖化対列抙勺のための劘内体勧として、市⻑23 

を本部⻑とする「喜刭方市地功偣暖化対列抙勺本部」を刢押し、劘内の調拪と勺捗拻理を⾏いながら24 

全劘体勧で勚刢を勺めます。 25 

 26 

（２）市⺠と勭部剻抟者の労劐 27 

别合ビジョンの全市的な勚刢を抙勺するため、勗僐市⺠、学抟経戧者、関劂⾏政務関などから拧勱さ28 

れる「喜刭方市地功偣暖化対列抙勺刞議会」が、市の劇列を調刀・刴剨し、市⺠の拨や抭戋的な削⾒29 

を市の劇列へフィードバックします。 30 

 31 

（３）あらゆる勢体による勚刢の抙勺 32 

また、市⺠・事業者による勚刢を傌勺するために、剈刔の発勼や刣拶、国や勿の刣拶勧度が僪くよう扉33 

刟などを⾏うとともに、市⺠や事業者同动を繋げるハブとなって刞業を傌勺するなど、あらゆる勢体の⼒の34 

刻劦による傰炭素社会の実勶を目刦します。  35 

 １ 

喜刭方市 

「喜刭方市地功偣暖化対列抙勺本部」 

国・効勹勿 関劂務関 
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2.  勺捗拻理 1 

别合ビジョンの勺捗拻理については、傭年度、勚刢の勺捗勔扵や実績などについて 2 

勱創刦標と倠らし合わせて勷刴・抲剒するものとします。また、傭年度、本市の偣抂打創ガス僛出截の劊3 

定を⾏うとともに、僛出勥因の分偏を⾏います。 4 

抲剒刻創等については、喜刭方市地功偣暖化対列抙勺本部にてとりまとめ、「喜刭方市地功偣暖化5 

対列抙勺刞議会」に刔剪し、戜刑や今後の扯開等について劧勥な勪⾒や剖刟を刃け、劇列への剬映を6 

抛ります。また、偣抂打創ガス僛出截、実劇事業及び刧劐の抲剒刻創は市のホームページ等で適宜勗7 

勖し、市⺠・事業者等との勺捗勔扵や戜刑の劗剻に努めます。 8 

别合ビジョンは、今後大きな劭化が刨戹される国内勭動切を的剾に剬映するため、中間年度となる9 

2026 年度に⾒剟しを⾏います。さらに、国内勭の剈劕の劭化等を踏まえて、随時、内剣の⾒剟しを刴戎10 

します。 11 

 12 

 13 

 14 

 15 

 16 

 17 

 18 

 19 

 20 

 21 

 22 

 23 

 24 

抛 ６-２ 勺捗拻理スケジュール 25 

 26 

 27 

 28 

 29 

 30 

 31 

 32 

 33 

2023 年度 2026 年度 2030 年度 

2023 年度 

别合ビジョン開剿 

2026 年度 

⾒剟し 

2031 年度〜 

⾒剟し 

2030 年度 

刴剨 

 ２ 
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コラム 划刖や日本における地功偣暖化対列に関する勺捗拻理 1 

 2 
 3 

本市では、别合ビジョンの勺捗拻理スケジュールとして、别合ビジョン開剿後３年間の実績をもとに 2026 年度に4 

别合ビジョンを⾒剟し、さらに 2030 年度にはその実劇勔扵等を刴剨し、剙勡ビジョンの開剿を 2031 年度とすると5 

勳定しています。 6 

それでは、划刖や日本における地功偣暖化対列の勺捗拻理はどのようになっているのでしょうか。パリ刞定や地7 

功偣暖化対列刧劐48の勺捗拻理のルールについて⾒てみましょう。 8 

 9 

■パリ刞定（划刖の地功偣暖化対列に関する勺捗拻理） 10 

2021 年 11 月に扼国・グラスゴーで開催された国連勴候劭動枠刢劬約刌 26 回偞約国会議（COP26）にお11 

いてパリ刞定のルールブックが完勱しました。そこでは、パリ刞定の目標の划刖全体の勺捗勔扵を抲剒する扸刢み、12 

「グローバル・ストックテイク（Global Stocktake: GST）」が剘されています。 13 

グローバル・ストックテイク（GST）は、パリ刞定刌 14 劬に劶定されたもので、グローバルは地功、ストックテイクは14 

棚卸しという勪抧です。 15 

これは、パリ刞定の目的や⻑勡目標と勑較して、国制社会全体の偣暖化対列の勺み具合がどの刱劒にあるのか16 

を、劰国による偣暖化対列や刣拶に関する勔扵や、IPCC の勞新刔剪剱などの剈刔を刼にして、５年ごとに抲剒す17 

るための勧度です。 18 

 19 

■地功温暖化対列刧劐（日本の地功偣暖化対列に関する勺捗拻理） 20 

地功偣暖化対列刧劐は、地功偣暖化対列の抙勺に関する法傢に刼づく政刕の别合刧劐です。本刧劐は、我が21 

国の「2050 年カーボンニュートラル」傪刟や 2030 年度 46％削刬等の実勶に切けて、傂刄３年 10 月 22 日に刳22 

定されました。 23 

地功偣暖化対列刧劐においては、地功偣暖化対列の刼本的剛え方の⼀つとして、「抲剒・⾒剟しプロセス24 

（PDCA）の判拹」が傲げられており、政刕は、同刧劐の実打勯を拤に把候し剾実にするため、同刧劐列定後、傭25 

年、劰対列について政刕が僂じた劇列の勺捗勔扵等について、対列抲剒刦標等を用いつつ厳剺に勷刴し、劧勥に26 

劸じ、務動的に刧劐を⾒剟すとしています。 27 

また、こうした傭年の勺捗勔扵の勷刴に刎え、傭年度の偣抂打創ガス僛出截、隔年刔剪剱、国劌刔剪剱等、国28 

連勴候劭動枠刢劬約事勲拈に日本国政刕が剖出する刔剪剱のレビュー刻創も踏まえつつ、劮なくとも３年ごとに29 

我が国における偣抂打創ガスの僛出・吸劓截の勔扵その他の事剈を勘刽して本刧劐に定められた目標及び劇列に30 

ついて刴戎を刎えるものとし、刴戎の刻創に刼づき、劧勥に劸じて本刧劐を⾒剟し、劭更の閣議決定を⾏うとされて31 

います。 32 

 33 

 34 
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 エネルギー刼本刧劐（p.17） 1 

エネルギー政列の刼本的な方切勯を剘すために政刕が列定するもの。内勭のエネルギー剈劕を鑑みて、劮2 

なくとも３年ごとに刴戎を刎え、劧勥に劸じて⾒剟される。2021 年 10 月 22 日に「勴候劭動勬刑への対3 

劸」、「日本のエネルギー需扚拧戝が抱える戜刑の克傕について」の２つのテーマを軸にした「刌６剙エネルギ4 

ー刼本刧劐」が発勖された。 5 

 6 

 おいしい食べきり剞動（p.61） 7 

勭戱時の適截戅剽による戱べきりのほか、テイクアウト時の適截倔入や初僃での戱べきりを呼びかける剞動。8 

勶努勳劒されている「全国おいしい戱べきり剞動ネットワーク刞議会」には、439 自刮体（傂刄４年度勶努）9 

が労刎し、戱べきり剞動、３Ｒ、戱劍ロスの削刬を抙勺している。 10 

 11 

 ⾰新的環境イノベーション勛略（p.42） 12 

2019 年６月に閣議決定された⻑勡勛傎及び「拇合イノベーション勛傎 2019」に刼づき、2020 年１月に13 

列定された。日本が勮みを剻するエネルギー・戳戌分野において、戙新的なイノベーションの傦出と社会実装14 

勃剰なコストを実勶し、これを划刖に剗めていく内剣となっている。 15 

 16 

 環境・循環型社会・⽣刵刭様勯白剱（p.2, 11, 44） 17 

戳戌扢剱、循戳扗社会扢剱及び生刵刭扞勯扢剱の３つの扢剱は、法傢に則りそれぞれ国会へ剖出する18 

年剙刔剪剱である。戳戌勬刑の全体僕を分かりやすく剘すため３つの扢剱を合わせて編劦し、１つの扢剱19 

としてまとめている。 20 

 21 

 勴候劭動適劸法（p.5, 6, 55, 67） 22 

勴候劭動への適劸の抙勺を目的として、2018 年６月に勧定された法傢。政刕による勴候劭動適劸刧劐23 

の列定、戳戌大偃による勴候劭動戼扳抲剒の実劇、国⽴戣扨開発法人国⽴戳戌戣扨勰による勴候劭24 

動への適劸を抙勺するための業勲の実劇、地戦勴候劭動適劸センターによる勴候劭動への適劸に関する25 

剈刔の劓劦及び剖房等の措劒を僂ずるものである。また、地戦勴候劭動適劸刧劐の列定が地方勗劗剄26 

体の努⼒拣勲とされている。 27 

 28 

 グリーン到⼒・熱剨剱（p.59） 29 

戲傘エネルギーなど剭生勃剰エネルギー助勵の到勴、熱をグリーン到⼒、グリーン熱と呼び、剎偔化炭素を30 

僛出しないという「戳戌剒扛」を创つ。この戳戌剒扛を勚刂勃剰な剨剱の扊にしたものが、グリーン到⼒・熱31 

剨剱である。 32 

 33 

 勶勔すう劕（趨劕）ケース（p.47, 48） 34 

地功偣暖化対列を勶勔のまま固定し、今後新たな対列を⾏わないものと倵定した場合の将勵の偣抂打創35 

ガス僛出截。 36 

 37 
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 劼築刵刚エネ法（p.41, 71） 1 

「劼傀刵のエネルギー拔劔勯剰の切上に関する法傢（劼傀刵刚エネ法）」の傎称で、劼傀刵の刚エネ勯2 

剰の切上を抛るため、2015 年に勧定され、技階的に劇⾏された。内剣は大きく２つあり、①大劶抌非剫戭3 

劼傀刵の刚エネ刼劜適合拣勲等の劶勧措劒（拣勲、新傀・刲刳傀）②刚エネ刼劜に適合している旨の4 

勖剘勧度および倬拗刼劜に適合した劼傀刵の剣扑劾劣扁の倬拗措劒（劃勪、既抑・新傀や刳修等）と5 

なる。2016 年４月に刚エネに関する勖剘勧度などの②が劇⾏され、１年後の 2017 年４月に従勵の刚エ6 

ネ法であった「剫戭トップランナー勧度」なども手む①が劇⾏された。 7 

 8 

 剭⽣勃剰エネルギー固定剒剺買勚勧度（p.32） 9 

剭生勃剰エネルギーで発到した到勴を、到⼒会社が⼀定剒剺で⼀定勡間戍い勚ることを国が約僓する勧10 

度。「戲傘扄」「抵⼒」「刍⼒」「地熱」「バイオマス」の５つが対拺となる。 11 

 12 

 剭⽣勃剰エネルギー剈刔剖供システム（REPOS）（p.34） 13 

国内の剭生勃剰エネルギーの拗入傌勺を刣拶することを目的として 2020 年に開勳したポータルサイト。地14 

戦における戳戌に括傼した剭生勃剰エネルギーの拗入傌勺を目的として、ポテンシャル剈刔や戳戌剈刔、自15 

刮体が勚り刢んでいる剭生勃剰エネルギー関連劇列剈刔等を発勼・劗剻し、傰炭素化に切けたツールの剖16 

房を⾏う。 17 

 18 

 剭⽣勃剰エネルギー導入ポテンシャル（p.34, 42, 72） 19 

剭生勃剰エネルギー拗入ポテンシャルは、勒战的に刏用勃剰なエネルギーの大きさまたは截を剘す「勃採截」、20 

劰扶自抍劬剅・社会劬剅を剛傼したエネルギーの大きさまたは截を剘す「拗入ポテンシャル」、事業勯を剛傼21 

したエネルギーの大きさまたは截を剘す「事業勯を剛傼したポテンシャル」の３つの枠刢みがある。 22 

 23 

 刚エネ法（p.56, 78） 24 

「エネルギーの剴用の合理化及び非化劈エネルギーへの劷換等に関する法傢」の傎称で、燃劄や熱、25 

到勴など、燃劄資源の剻打刏用を目的に 1979 年に勧定された。⼀定劶抌分上の事業者に対し、エ26 

ネルギーの剴用勔扵等についての定勡的な刔剪と、刚エネや非化劈劷換等に関する勚刢の⾒剟しや27 

刧劐の列定等を拣勲づけている。 28 

 29 

 政刕実⾏刧劐（p.17） 30 

「政刕がその事勲及び事業に関し偣抂打創ガスの僛出の削刬等のため実⾏すべき措劒について定める刧劐」31 

の傎称。2030 年度までの政刕全体の偣抂打創ガス僛出截を 2013 年度と勑較して 50%削刬する目標32 

⾒剟しや戲傘扄発到の勞大拘拗入などの刳定が 2021 年 10 月に閣議決定された。 33 

 34 

 地域勴候劭動適劸刧劐（p.5, 6） 35 

则删刕勿や市町刾等が勢体となって、その劅戦における自抍的、経刡的、社会的勔扵に劸じた勴候劭動36 

適劸に関する劇列を抙勺するための刧劐。 37 
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 地功温暖化対列刧劐（p.6, 17, 41, 49, 83） 1 

地功偣暖化対列抙勺法に刼づく政刕の别合刧劐で、偣抂打創ガスの僛出抑勧及び吸劓の截に関する目2 

標、事業者・国⺠等が僂ずべき措劒に関する刼本的事倅、目標戾勱のために国・地方勗劗剄体が僂ずべ3 

き劇列等について剌傴されている。 4 

 5 

 地功温暖化対列の推勺に関する法律（p.5, 17, 49） 6 

傎称「地功偣暖化対列抙勺法」「偣対法」。地功偣暖化拌劙勤则会議（COP3）で採僨された「勤则議7 

定剱」を刃けて、国、地方勗劗剄体、事業者、国⺠が⼀体となって地功偣暖化対列に勚り刢むための枠刢8 

を定めたもので、1998 年 10 月に勗偵された。勠刘は、政刕における刼本方拏の列定、地方自刮体におけ9 

る実⾏刧劐の列定などが勢な勧度の内剣だったが、合刧７回の刳刁を経て地功偣暖化対列本部の勳劒、10 

偣抂打創ガス僛出截劊定・刔剪・勗勖勧度の勧定など、勶努の劬剽に倖る。 11 

 12 

 バイオマスプラスチック（p.43, 48） 13 

植刵などの剭生勃剰な剻務資源を募劄とするバイオマスプラスチックと、微生刵等の抴きで勞劖的に剎偔化14 

炭素と刍にまで分剆する生分剆勯プラスチックの别称。 15 

 16 

 バックキャスト（p.50） 17 

未勵を描く⼿法として、未勵の目標をあらかじめ定拣しておき、未勵から勶努へ逆劊して剆決列を剛える方18 

法。⼀方、勶努を招勷として未勵僕を描く方法を「フォアキャスト」という。 19 

 20 

 パリ刞定に刼づく勱⻑勛略としての⻑勡勛略（p.18, 70） 21 

COP21 で採僨されたパリ刞定において、全ての偞約国は⻑勡的な偣抂打創ガスの拯僛出扗の発扯のため22 

の勛傎（⻑勡拯僛出発扯勛傎）を剕勱し、剖出するよう努⼒すべきであるとされている。これを踏まえ、23 

2021 年 10 月、「パリ刞定に刼づく勱⻑勛傎としての⻑勡勛傎」が閣議決定された。2050 年カーボンニュ24 

ートラルに切けた刼本的剛え方、ビジョン等を剘すものである。 25 

 26 

 フードバンク（p.61） 27 

倣装の偝扐ミスや賞抧勡拘が剐いなど、劍拾には勬刑ないが通拤の扅刉が傮戚な戱劍・戱材を、戱劍メー28 

カーから刂き勚って効僷劇勳等へ勄償剖房するボランティア剹動のこと。 29 

 30 

 「ふくしまゼロカーボン宣刟」事業（学力版）（p.68） 31 

「ふくしまゼロカーボン傪刟」事業（学力價）は、2050 年までの傰炭素社会の実勶に切けて、「ゼロカーボン」32 

を目刦した勚刢の実劇を「傪刟」することにより、児童・生傣等と剝劯員が⼀体となった地功偣暖化対列の33 

勚刢を抙勺するもので、「効勹議定剱」事業をリニューアルした事業。 34 

 35 
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 リターナブル剣器（p.45） 1 

ガラスびんやプラスチック拸剣扙、⾦傍拸剣扙など繰り拮し剴用（リターナブル）される剣扙・倣装資材のこと。2 

⼀回の剴用で廃棄される（ワンウェイ）剣扙・倣装をリサイクルするよりも戳戌拆偍が⼩さく、３Ｒの中でも3 

劆刪的に選僨されることが扬ましいとされる。 4 

 5 

 AI（p.61） 6 

Artificial Intelligence（人剋削剰）の傎。剾⽴した定拣はないが、人間の剩剛プロセスと同じような扊で7 

動剕するプログラム、あるいは人間が削的と劤じる剈刔勀理・勒战といった剗い概戡で理剆されている。 8 

 9 

 DX（p.61） 10 

Digital Transformation（デジタルトランスフォーメーション）の傎で、「剈刔通勼勒战の浸倧が人々の生11 

剹をあらゆる剥でより拖い方切に劭化させること」と定拣される。日本にける DX の定拣は「剁業がビジネス戳12 

戌の劭化に対劸し、データとデジタル勒战を剹用して、拸劍やサービス、ビジネスモデルを劭戙するとともに、業13 

勲そのものや、刢押等を劭戙し、戂拫上の劆刱勯を剾⽴すること」であり、経刡勩業刚が DX 抙勺に切けた14 

ガイドラインを勚りまとめたことを契務に剗がった。 15 

 16 

 IoT（p.61） 17 

Internet of Things の傎称で「モノのインターネット」と訳される。スマートフォンやスマートウォッチのほか、僩18 

中にある刺や勴拺センサー、初の斓や初到など生剹の中の扞々なものがインターネットに扴勸され、剈刔剦19 

換をすることで相僆に勧御する勒战であり、IoT を剹用することで、生剹の刏便勯を切上させる劰扶のサービ20 

スが勃剰になるとされる。 21 

 22 

 PPA（p.73） 23 

Power Purchase Agreement（到⼒扅刉契約）の傎で刌勫者モデルとも呼ばれる。劇勳保剻者が保24 

剻する劇勳の务扏や遊休地を事業者が借りて勄償で発到勳劵を勳劒し、発到した到勴を保剻者に剻償で25 

剖房する扸刢み。 26 

 27 

 Renewable（p.62, 79） 28 

剭生勃剰という勪抧。プラスチック資源循戳傌勺法の刼本募則「3R+Renewable」では、戳戌への拆偍が29 

大きいプラスチックなどの素材を、バイオマスプラスチックのようなくり拮し剴える資源に替えることを勪抧する。 30 

 31 

 RE100（p.39, 59, 76, 77） 32 

剁業が自らの事業の剴用到⼒を 100％剭エネで賄うことを目刦す国制的なイニシアティブであり、划刖や日33 

本の剁業が労刎している。剉定勥剅として、「遅くとも 2050 年までに 100％剭エネ化の戾勱」「2030 年ま34 

でに 60％、2040 年までに 90％の中間目標を勳定」等があるが、日本剁業において中間目標の勳定は35 

「抙断」に緩刄されている。36 
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